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このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更される こ とがあ り ます。このマニュアルに記載されている表現、情報、および

推奨事項は、すべて正確である と考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものと します。このマニュアルに記載されている製

品の使用は、すべてユーザ側の責任にな り ます。

対象製品のソフ ト ウェア  ラ イセンスおよび限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されています。添付されていない場合には、代理店にご連絡

ください。

FCC ク ラス  A 準拠装置に関する記述：この装置はテス ト済みであ り、FCC ルール Part 15 に規定された仕様のク ラス  A デジタル装置の制限に準拠している こ と

が確認済みです。これらの制限は、商業環境で装置を使用したと きに、干渉を防止する適切な保護を規定しています。この装置は、無線周波エネルギーを生成、使

用、または放射する可能性があ り、この装置のマニュアルに記載された指示に従って設置および使用しなかった場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こ る こ

とがあ り ます。住宅地でこの装置を使用する と、干渉を引き起こす可能性があ り ます。その場合には、ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じる必要があ り ます。

FCC ク ラス  B 準拠装置に関する記述：このマニュアルに記載された装置は、無線周波エネルギーを生成および放射する可能性があ り ます。シスコの指示する設

置手順に従って設置されなかった場合、ラジオ、テレビによる受信障害が発生する こ とがあ り ます。この装置はテス ト済みであ り、FCC ルール Part 15 に規定され

た仕様のク ラス  B デジタル装置の制限に準拠している こ とが確認済みです。これらの仕様は、住宅地で使用したと きに、このよ う な干渉を防止する適切な保護を

規定したものです。ただし、特定の設置条件において干渉が起きないこ と を保証する ものではあ り ません。

シスコの書面による許可なしに装置を改造する と、装置がク ラス  A またはク ラス  B のデジタル装置に対する  FCC 要件に準拠しな く なる こ とがあ り ます。その場

合、装置を使用するユーザの権利が FCC 規制によ り制限される こ とがあ り、ラジオまたはテレビの通信に対するいかなる干渉もユーザ側の負担で矯正するよ う

に求められる こ とがあ り ます。

装置の電源を切る こ とによって、この装置が干渉の原因であるかど うかを判断できます。干渉がな く なれば、シスコの装置またはその周辺機器が干渉の原因に

なっている と考えられます。装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合には、次の方法で干渉が起きないよ うにして ください。

・干渉がな く なるまで、テレビまたはラジオのアンテナの向きを変えます。

・テレビまたはラジオの左右どちらかの側に装置を移動させます。

・テレビまたはラジオから離れたと ころに装置を移動させます。

・テレビまたはラジオとは別の回路にあるコンセン ト に装置を接続します（装置とテレビまたはラジオがそれぞれ別個のブレーカーまたはヒ ューズで制御され

るよ うにします）。

シスコでは、この製品の変更または改造を認めていません。変更または改造した場合には、FCC 認定が無効にな り、さ らに製品を操作する権限を失う こ とにな り

ます。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB’s public 
domain version of the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California.

こ こに記載されている他のいかなる保証にも よ らず、各社のすべてのマニュアルおよびソフ ト ウェアは、障害も含めて「現状のまま」と して提供されます。シスコ

およびこれら各社は、商品性の保証、特定目的への準拠の保証、および権利を侵害しないこ とに関する保証、あるいは取引過程、使用、取引慣行によって発生する

保証をはじめとする、明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものと します。

いかなる場合においても、シスコおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用できないこ とによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめと

する、間接的、派生的、偶発的、あるいは特殊な損害について、あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知ら されていても、それらに対する責任を一切負わな

いものと します。

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries. To view a list of Cisco trademarks, go to this 
URL: www.cisco.com/go/trademarks. Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners. The use of the word partner does not imply a partnership 
relationship between Cisco and any other company. (1110R)

このマニュアルで使用している  IP アド レスは、実際のアド レスを示すものではあ り ません。マニュアル内の例、コマン ド出力、および図は、説明のみを目的と し

て使用されています。説明の中に実際のアド レスが使用されていたと しても、それは意図的なものではな く、偶然の一致による ものです。
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はじめに

こ こでは、『Cisco Nexus 2000 シ リーズ ハード ウェア  インス ト レーシ ョ ン  ガイ ド』の対象読者、構
成、および表記法について説明します。また、関連マニュアルの入手方法についても説明します。

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者、vii ページ

• マニュアルの構成、vii ページ

• 表記法、viii ページ

• 関連資料、ix ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート 、x ページ

対象読者
このインス ト レーシ ョ ン  ガイ ドは、電子回路および配線手順について熟知している、電子または
電気機器の技術者を対象にしています。

マニュアルの構成
このマニュアルは、次の章で構成されています。

章およびタイ トル 説明

第 1 章 「概要」 Cisco Nexus 2000 シ リーズ ファブ リ ッ ク  エクステンダの概
要を紹介します。

第 2 章 「Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  
エクステンダの設置」

Cisco Nexus 2000 シ リーズ ファブ リ ッ ク  エクステンダの設
置方法、およびモジュール、電源モジュール、ファン  アセン
ブ リの取り付け方法について説明します。

第 3 章 「Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  
エクステンダの接続」

モジュールなど、Cisco Nexus 2000 シ リーズ ファブ リ ッ ク  
エクステンダの接続方法について説明します。

付録 A 「キャビネッ トおよびラ ッ
クへの設置」

閉鎖型キャビネッ ト選択のガイ ド ラ イン とオプシ ョ ンの 
EIA シェルフ  ブラケッ ト  キッ ト を使用したスイ ッチの設
置手順について説明します。

付録 B 「技術仕様」 Cisco Nexus 2000 シ リーズ ファブ リ ッ ク  エクステンダ、お
よび、モジュール、電源モジュール、ト ランシーバなどのコ
ンポーネン ト の仕様を記載します。
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表記法
このマニュアルでは、注釈、注意、および安全に関する警告に、次の表記法を使用しています。

「注」および「注意」には、留意する必要のある重要な情報が含まれます。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記載されてい
ます。

誤って行う と負傷する可能性のある操作については、安全上の警告が記載されています。各警告
文に、警告を表す記号が記されています。

付録 C 「ケーブルおよびポート の
仕様」

Cisco Nexus 2000 シ リーズ ファブ リ ッ ク  エクステンダの
ケーブルおよびポート の仕様を記載します。

付録 D 「ハード ウェア  コンポーネ
ン ト の ト ラブルシューテ ィ ング」

Cisco Nexus 2000 シ リーズ ファブ リ ッ ク  エクステンダの
ハード ウェア  コンポーネン ト で起こ り得る問題を特定し
て解決する方法について説明します。

付録 E 「LED」 Cisco Nexus 2000 シ リーズ ファブ リ ッ ク  エクステンダの
シャーシ LED とモジュール LED が示す状態について説明
します。

付録 F「アクセサ リ  キッ ト 」 Cisco Nexus 2000 シ リーズ ファブ リ ッ ク  エクステンダのア
クセサ リ  キッ ト の内容を一覧表示します。

付録 G「設置環境およびメ ンテナ
ンス記録」

Cisco Nexus 2000 シ リーズ ファブ リ ッ ク  エクステンダの設
置環境情報を提供します。

章およびタイ トル 説明
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関連資料
Cisco Nexus 2000 シ リーズ ファブ リ ッ ク  エクステンダのマニュアルは、次の URL から入手でき
ます。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-2000-series-fabric-extenders/tsd-products-suppo
rt-series-home.html

Cisco Nexus 5000 シ リーズ スイ ッチのマニュアルは、次の URL で入手できます。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-5000-series-switches/tsd-products-support-serie
s-home.html

Cisco Nexus 6000 シ リーズ スイ ッチのマニュアルは、次の URL で入手できます。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-6000-series-switches/tsd-products-support-serie
s-home.html

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチのマニュアルは、次の URL で入手できます。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-7000-series-switches/tsd-products-support-serie
s-home.html

Cisco Nexus 9000 シ リーズ スイ ッチのマニュアルは、次の URL で入手できます。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-9000-series-switches/tsd-products-support-serie
s-home.html

Cisco NX-OS ソフ ト ウェアのマニュアルは、次の URL から入手できます。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/ios-nx-os-software/nx-os-software/tsd-products-support-series-h
ome.html

Warning IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger. You are in a situation that could cause bodily injury. Before you 
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar 
with standard practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end of 
each warning to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this 
device. Statement 1071

SAVE THESE INSTRUCTIONS

http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-2000-series-fabric-extenders/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-5000-series-switches/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-6000-series-switches/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-7000-series-switches/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-9000-series-switches/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/ios-nx-os-software/nx-os-software/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/ios-nx-os-software/nx-os-software/tsd-products-support-series-home.html
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マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手、Cisco Bug Search Tool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の収集の
詳細については、次の URL の『What's New in Cisco Product Documentation』を参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』では、シスコの新規および改訂版の技術マニュアルの
一覧を、RSS フ ィード と して購読できます。また、リーダー アプリ ケーシ ョ ンを使用して、コンテン
ツをデスク ト ップに配信するこ と もできます。RSS フ ィードは無料のサービスです。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html
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1
概要

Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダ（FEX）は、10 ギガビッ ト  イーサネッ ト仮想マシン対応ユ
ニファ イ ド  ファブ リ ッ ク  テク ノ ロジーへの透過的な移行を可能にしながら、100M/1G/10G イー
サネッ ト環境をサポート します。Cisco Nexus FEX は、親 Cisco Nexus スイ ッチの リモー ト  I/O モ
ジュールと して動作します。FEX は親 Cisco Nexus スイ ッチ ファブ リ ッ クの拡張であ り、FEX と
親 Cisco Nexus スイ ッチで仮想モジュラ  システムを形成します。

Cisco Nexus FEX は、すべての ト ラフ ィ ッ クを  10/40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  アップ リ ンク経由
で親 Cisco Nexus スイ ッチに転送します。すべての ト ラフ ィ ッ クを親スイ ッチに渡すこ とで、単
一の管理ポイン ト と して  Cisco Nexus 親スイ ッチに設定されているポ リ シーに基づいて、ト ラ
フ ィ ッ ク転送を制御できます。

この章では、Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダ（FEX）について説明します。内容は次のと
おりです。

• Cisco Nexus 5000 シ リーズ スイ ッチまたは Cisco Nexus 6000 シ リーズ スイ ッチでのファブ
リ ッ ク  エクステンダの使用（1-1 ページ）

• Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチでのファブ リ ッ ク  エクステンダの使用（1-3 ページ）

• Cisco Nexus 9000 シ リーズ スイ ッチでのファブ リ ッ ク  エクステンダの使用（1-4 ページ）

• 電源モジュールおよびファン  モジュール（1-5 ページ）

• ポートおよびコネク タ（1-7 ページ）

• シャーシの機能（1-7 ページ）

Cisco Nexus 5000 シリーズ スイッチまたは Cisco Nexus 
6000 シリーズ スイッチでのファブリ ック  エクステンダの
使用

このセクシ ョ ンでは、Cisco Nexus 5000 および 6000 シ リーズ スイ ッチでサポート される  Cisco 
Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダ（FEX）について説明します。他社によって提供される、サポー
ト対象の FEX（B22 FEX）については、それらの企業から提供されているマニュアルを参照して
ください。
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    Cisco Nexus 5000 シリーズ スイッチまたは Cisco Nexus 6000 シリーズ スイッチでのファブリ ック  エクステンダの使用

Cisco Nexus 5000 および 6000 シ リーズ スイ ッチでサポート される  FEX を確認するには、表 1-1 
を参照して ください。

すべての Cisco Nexus 2000 シ リーズ FEX は高さ  1 RU で、設置に 19 インチのラ ッ クが必要です。
各 FEX シャーシの寸法と重量、電源、およびファン  モジュールの詳細については、物理的仕様
（B-5 ページ）を参照して ください。

次のセクシ ョ ンでは、Cisco Nexus 2000 シ リーズ FEX およびそのコンポーネン ト について説明
します。

• 電源モジュールおよびファン  モジュール（1-5 ページ）

• ポートおよびコネク タ（1-7 ページ）

• シャーシの機能（1-7 ページ）

表 1-1 Cisco Nexus 5000 および 6000 シリーズ スイッチによってサポート される FEX

FEX モデル Cisco Nexus 5000 および 6000 シリーズ スイッチ

Cisco Nexus 2348UPQ X

Cisco Nexus 2348TQ X

Cisco Nexus 2348TQ-E X

Cisco Nexus 2332TQ X

Cisco Nexus 2248TP-E X

Cisco Nexus 2248TP X

Cisco Nexus 2248PQ X

Cisco Nexus 2232TM-E X

Cisco Nexus 2232TM X

Cisco Nexus 2232PP X

Cisco Nexus 2224TP X

Cisco Nexus 2148T X

B22IBM X

B22HP X

B22F（Fujitsu） X

B22DELL X
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Cisco Nexus 7000 シリーズ スイッチでのファブリ ック  エ
クステンダの使用

このセクシ ョ ンでは、Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチでサポート される  Cisco Nexus ファブ
リ ッ ク  エクステンダ（FEX）について説明します。他社によって提供される、サポート対象の FEX
（B22 FEX）については、それらの企業から提供されているマニュアルを参照して ください。

Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチでサポー ト される  FEX を確認するには、表 1-2 を参照して く
ださい。

すべての Cisco Nexus 2000 シ リーズ FEX は高さ  1 RU で、設置に 19 インチのラ ッ クが必要です。
各 FEX シャーシの寸法と重量、電源、およびファン  モジュールの詳細については、物理的仕様
（B-5 ページ）を参照して ください。

次のセクシ ョ ンでは、Cisco Nexus 2000 シ リーズ FEX およびそのコンポーネン ト について説明
します。

• 電源モジュールおよびファン  モジュール（1-5 ページ）

• ポートおよびコネク タ（1-7 ページ）

• シャーシの機能（1-7 ページ）

表 1-2 Cisco Nexus 7000 シリーズ スイッチでサポート される FEX

FEX モデル Cisco Nexus 7000 シリーズ スイッチ

Cisco Nexus 2348UPQ X

Cisco Nexus 2348TQ X

Cisco Nexus 2348TQ-E X

Cisco Nexus 2332TQ —

Cisco Nexus 2248TP-E X

Cisco Nexus 2248TP X

Cisco Nexus 2248PQ X

Cisco Nexus 2232TM-E X

Cisco Nexus 2232TM X

Cisco Nexus 2232PP X

Cisco Nexus 2224TP X

Cisco Nexus 2148T —

B22IBM —

B22HP X

B22F（Fujitsu） —

B22DELL —
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Cisco Nexus 9000 シリーズ スイッチでのファブリ ック  エ
クステンダの使用

このセクシ ョ ンでは、Cisco Nexus 9000 シ リーズ スイ ッチでサポート される  Cisco Nexus ファブ
リ ッ ク  エクステンダ（FEX）について説明します。他社によって提供される、サポート対象の FEX
（B22 FEX）については、それらの企業から提供されているマニュアルを参照して ください。

Cisco NX-OS Release 6.1(2)I2(3) および Cisco ACI Release 1.1(1j) から、サポートするスイ ッチに 
FEX を リ モー ト  I/O モジュールと して接続する こ とで、Cisco Nexus 9332PQ、9372PX、9372PX-E、
9396PX、および 9500 スイ ッチ アーキテクチャを拡張できます。スイ ッチに接続された FEX モデ
ルに応じて、FEX は、最大 24、32、または 48 のホス ト にラ ッ ク上部接続を提供し、仮想モジュラ  
システムを形成する  FEX と スイ ッチを使用して親 Cisco Nexus 9332PQ、9372PX、9372PX-E、
9396PX、または 9500 スイ ッチ ファブ リ ッ クを拡張します。この FEX は、すべての 100/1000 イー
サネッ ト  ト ラフ ィ ッ ク または 1/10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ト ラフ ィ ッ クを  10 または 40 ギガ
ビッ ト  アップ リ ンク経由でホス ト からスイ ッチに転送します。

Cisco Nexus 9300 シ リーズ スイ ッチでサポー ト される  FEX を確認するには、表 1-3 を参照して く
ださい。Cisco Nexus 9500 スイ ッチ I/O モジュールでサポート される  FEX を確認するには、表 1-4 
を参照して ください。

表 1-3 Cisco Nexus 9300 スイッチでサポート される FEX

FEX モデル

Cisco Nexus 9332PQ
Cisco Nexus 9372PX お

よび 9372PX-E Cisco Nexus 9396PX

ACI 
モード

NX-OS 
モード

ACI モー
ド

NX-OS 
モード

ACI 
モード

NX-OS 
モード

Cisco Nexus 2348UPQ X X X X X X

Cisco Nexus 2348TQ X X X X X X

Cisco Nexus 2248TP-E — — X X X X

Cisco Nexus 2248TP — — X X X X

Cisco Nexus 2248PQ — — X X X X

Cisco Nexus 2232TM-E — — X X X X

Cisco Nexus 2232TM — — — X — X

Cisco Nexus 2232PP — — X X X X

Cisco Nexus 2224TP — — — X — X

B22IBM — — X X X X

B22HP — — — X — X

B22F（Fujitsu） — — — X — X

B22DELL — — X X X X
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すべての Cisco Nexus 2000 シ リーズ FEX は高さ  1 RU で、設置に 19 インチのラ ッ クが必要です。
各 FEX シャーシの寸法と重量、電源、およびファン  モジュールの詳細については、物理的仕様
（B-5 ページ）を参照して ください。

次のセクシ ョ ンでは、Cisco Nexus 2000 シ リーズ FEX およびそのコンポーネン ト について説明
します。

• 電源モジュールおよびファン  モジュール（1-5 ページ）

• ポートおよびコネク タ（1-7 ページ）

• シャーシの機能（1-7 ページ）

電源モジュールおよびファン モジュール
各 FEX シャーシは、1 台または 2 台の電源モジュール（動作用に 1 台、冗長用に 1 台）、および 1、
3、または 4 台のファン  モジュール（FEX モデルによって異なる）をサポート します。シャーシに
電源モジュールが 1 つしか取り付けられていない場合には、意図どおりのエアーフローを維持
するために、使用されていない電源スロ ッ ト にブランク  モジュール（N2200-P-BLNK）が挿入さ
れている こ と を確認して ください。

各 FEX シャーシは、ポー ト側吸気エアーフローまたはポート側排気エアーフローのどちらかが
備わった電源モジュールおよびファン  モジュールをサポート しています。

注意 同じシャーシ内の電源モジュールとファン  モジュールのすべてが同じエアーフロー方向であ
り、シャーシの冷気吸気がコールド  アイル側に配置されている必要があ り ます。これらの条件が
満たされてない場合、スイ ッチが過熱し、シャ ッ ト ダウンする こ とがあ り ます。

表 1-4 Cisco Nexus 9300 I/O モジュールでサポート される FEX

FEX モデル

X9736PQ X9636PQ X9564TX X9564PX X9536PQ X9464TX X9464PX X9432PQ

ACI モード

NX-OS 
モード

NX-OS 
モード

NX-OS 
モード

NX-OS 
モード

NX-OS 
モード

NX-OS 
モード

NX-OS 
モード

Cisco Nexus 2348UPQ X X X X X X X X

Cisco Nexus 2348TQ — X X X X X X X

Cisco Nexus 2248TP-E X — — X — — X —

Cisco Nexus 2248TP X — — X — — X —

Cisco Nexus 2248PQ X — — X — — X —

Cisco Nexus 2232TM-E X — — X — — X —

Cisco Nexus 2232TM — — — X — — X —

Cisco Nexus 2232PP X — — X — — X —

Cisco Nexus 2224TP — — — X — — X —

B22IBM — — — X — — X —

B22HP — — — X — — X —

B22F（Fujitsu） — — — X — — X —

B22DELL — — — X — — X —
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ポート側吸気エアーフロー モジュールの色はレッ ド、ポー ト側排気エアーフロー モジュールの
色はブルーです。電源モジュールの色はモジュール リ リース  ラ ッチに表示され、ファン  モ
ジュールの色はモジュール前面のス ト ラ イプまたはモジュール ハンドルに表示されます。

（注） 一部の旧式の電源モジュールとファン  モジュールの中には、ポー ト側吸気エアーフローにブ
ラ ッ クのス ト ラ イプがあ り、ポー ト側排気エアーフローにはス ト ラ イプがあ り ません。

シャーシで機能している電源モジュールが 2 つ以上ある場合、電源モジュールはホッ ト スワ ッ
プできます。2 つ以上ファン  モジュールが設置されて機能している場合、シャーシ内のファン  モ
ジュールを複数のファン  モジュールとホッ ト スワ ップできます。60 秒内に置き換える場合、
シャーシ内のファン  モジュールが 1 つだけであってもホッ ト スワ ップできます。

各 FEX シャーシでサポート される電源モジュールについては、表 1-5 を参照して ください。各 
FEX シャーシでサポート されるファン  モジュールについては、表 1-6 を参照して ください。

表 1-5 Cisco Nexus FEX シャーシでサポート される電源モジュール

FEX シャーシ

電源モジュール

N2200-PAC-400W
N2200-PAC-400W-B

N2200-PDC-400W
N2200-PDC-350W-B

NXA-PHV-500W
NXA-PHV-500W-B

Cisco Nexus 2348UPQ X X X

Cisco Nexus 2348TQ X X X

Cisco Nexus 2348TQ-E X X —

Cisco Nexus 2332TQ X X X

Cisco Nexus 2248TP-E X X X

Cisco Nexus 2248TP X X X

Cisco Nexus 2248PQ X X —

Cisco Nexus 2232TM-E X X1

1. 2232TM-E および 2232TM は N2200-PDC-350W-B をサポート していません。

X

Cisco Nexus 2232TM X X1 X

Cisco Nexus 2232PP X X X

Cisco Nexus 2224TP X X —

表 1-6 Cisco Nexus FEX シャーシでサポート されるファン モジュール

Cisco Nexus 
FEX シャーシ 数量

ファン  モジュール

N2K-C2148-
FAN

N2K-C2248-
FAN

N2K-C2248-
FAN-B

N2K-C2232-
FAN

N2K-C2232-
FAN-B

NXA-FAN-
30CFM-F

NXA-FAN-
30CFM-B

ポート側
排気口

ポート側
排気口

（ブルー）

ポート側
吸気

（レッ ド）

ポート側
排気（ブ
ルー）

ポート側
吸気

（レッ ド）

ポート側
排気（ブ
ルー）

ポート側
吸気

（レッ ド）

2348UPQ 3 — — — — X X

2348TQ 3 — — — — X X

2348TQ-E 3 — — — — X X
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ポートおよびコネクタ
ホス ト側のポートはシャーシの左側に、親スイ ッチ側のファブ リ ッ ク  ポートはシャーシの右側
にあ り ます。ポー ト の各セッ ト の番号付けは、上から下、左から右とい う順序になっています。

このポート に使用可能な ト ランシーバの詳細については、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/interfaces-modules/transceiver-modules/products-device-suppor
t-tables-list.html で「Cisco Transceiver Modules Compatibility Information」を参照して ください。

シャーシの機能
こ こでは、Cisco Nexus 2300 および 2000 FEX のインス トール、接続、またはメ ンテナンスを実行
する場合に使用する外部ハード ウェア機能について説明します。

• Cisco Nexus 2348UPQ FEX 機能（1-8 ページ）

• Cisco Nexus 2348TQ および 2348TQ-E FEX シャーシの機能（1-9 ページ）

• Cisco Nexus 2332 TQ FEX シャーシの機能（1-10 ページ）

• Cisco Nexus 2248TP および 2248TP-E FEX シャーシの機能（1-12 ページ）

• Cisco Nexus 2248 PQ FEX シャーシの機能（1-14 ページ）

• Cisco Nexus 2232TM および Cisco Nexus 2232TM-E FEX シャーシの機能（1-15 ページ）

• Cisco Nexus 2232PP FEX シャーシの機能（1-17 ページ）

• Cisco Nexus 2224TP FEX シャーシの機能（1-18 ページ）

• Cisco Nexus 2148T FEX シャーシの機能（1-20 ページ）

2332TQ 3 — — — — X X

2248TP-E 1 X X — — — —

2248TP 1 X X — — — —

2248PQ 1 — — — — — X X

2232TM-E 1 — — X X — —

2232TM 1 — — X X — —

2232PP 1 — — X X — —

2224TP 1 X X — — — —

2148T 1 X — — — — — —

表 1-6 Cisco Nexus FEX シャーシでサポート されるファン モジュール（続き）

Cisco Nexus 
FEX シャーシ 数量

ファン  モジュール

N2K-C2148-
FAN

N2K-C2248-
FAN

N2K-C2248-
FAN-B

N2K-C2232-
FAN

N2K-C2232-
FAN-B

NXA-FAN-
30CFM-F

NXA-FAN-
30CFM-B

ポート側
排気口

ポート側
排気口

（ブルー）

ポート側
吸気

（レッ ド）

ポート側
排気（ブ
ルー）

ポート側
吸気

（レッ ド）

ポート側
排気（ブ
ルー）

ポート側
吸気

（レッ ド）

http://www.cisco.com/c/en/us/support/interfaces-modules/transceiver-modules/products-device-support-tables-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/interfaces-modules/transceiver-modules/products-device-support-tables-list.html
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    シャーシの機能

Cisco Nexus 2348UPQ FEX 機能

Cisco Nexus 2348UPQ（N2K-C2348UPQ）FEX には次のインターフェイスがあ り ます。

• 次の接続性を持つ 48 個の 1/10 ギガビッ ト  ホス ト側ユニファ イ ド対応ポート

– 最大 24 ポート の 2/4/8/16 ギガビッ ト  ファ イバ チャネル（Cisco Nexus 9000 シ リーズ ス
イ ッチではサポート されません）

– 1/10 ギガビッ ト  イーサネッ ト

– FCoE（Cisco Nexus 9000 シ リーズ スイ ッチではサポー ト されません） 

• BiDi 光ファ イバをサポートする、ファブ リ ッ ク  ポート （QSFP+ ト ランシーバおよび 40 ギガ
ビッ ト  QSFP+ から  4 つの 10 ギガビッ ト  SFP+ ブレークアウ ト  ケーブル用）側の 6 つの 40 ギ
ガビッ ト親スイ ッチ2 つの専用アップ リ ンク  ポートはイエローに色分けされており、4 つの
フレキシブル インターフェイスはホワイ ト に色分けされています。フレキシブル インター
フェイス  ポートは、アップス ト リームの親スイ ッチまたはホス トへの接続に使用できます。

• 1 つの HDMI 管理/コンソール ポート

この FEX シャーシのファン  モジュール側の機能は図 1-1 に、このシャーシのポート側の機能は
図 1-2 に示されています。

図 1-1 Cisco Nexus 2348UPQ FEX シャーシのファン モジュール側の機能

図 1-2 Cisco Nexus 2348UPQ FEX シャーシのポート側の機能

1 電源モジュール（1 台または 2 台、ホッ ト スワ ップ
可能）（AC 電源が示されています）

3 管理/コンソール HDMI ポート

2 ファン  モジュール（3 台、ホッ ト スワ ップ可能）

1 SFP または SFP+ ト ランシーバ用の固定 1 および 
10 ギガビッ ト  ユニファ イ ド対応ポート （48）

2 QSFP+ ト ランシーバ用 40 ギガビッ ト  ポート （6）および 
40 ギガビッ ト  QSFP+ から  4 つの 10 ギガビッ ト  SFP+ ブ
レークアウ ト  ケーブル



 

1-9
Cisco Nexus 2000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド

 

第 1 章      概要

    シャーシの機能

Cisco Nexus 2348TQ および 2348TQ-E FEX シャーシの機能

Cisco Nexus 2348TQ（N2K-C2348TQ）および 2348TQ-E（N2K-C2348TQ-E）FEX には次のインター
フェイスがあ り ます。

• 100 メガビッ トおよび 1/10 ギガビッ ト速度をサポー トする  48 個の 10 GBASE-T ホス ト側の
ポート 、および FCoE（FCoE は Cisco Nexus 9000 シ リーズではサポート されません）

• BiDi 光ファ イバをサポートする、ファブ リ ッ ク  ポート （QSFP+ ト ランシーバおよび 40 ギガ
ビッ ト  QSFP+ から  4 つの 10 ギガビッ ト  SFP+ ブレークアウ ト  ケーブル用）側の 6 つの 40 ギ
ガビッ ト親スイ ッチ2 つの専用アップ リ ンク  ポートはイエローに色分けされており、4 つの
フレキシブル インターフェイスはホワイ ト に色分けされています。フレキシブル インター
フェイス  ポートは、アップス ト リームの親スイ ッチまたはホス トへの接続に使用できます。

• 1 つの HDMI 管理/コンソール ポート

この FEX シャーシのファン  モジュール側の機能は図 1-3 に、このシャーシのポート側の機能は
図 1-4 に示されています。

図 1-3 Cisco Nexus 2348TQ および 2348TQ-E FEX シャーシのファン モジュール側の機能

1 電源モジュール（1 台または 2 台、ホッ ト スワ ップ
可能）（AC 電源が示されています）

4 管理/コンソール HDMI ポート

2 ファン  モジュール（3 台、ホッ ト スワ ップ可能） 5 ステータス  LED

3 ID LED 6 取り付けブラケッ ト を取り付けるための 6 つのネジ穴
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図 1-4 Cisco Nexus 2348TQ および2348TQ E FEX シャーシのポート側の機能

Cisco Nexus 2332 TQ FEX シャーシの機能

Cisco Nexus 2332TQ（N2K-2332TQ）FEX は、FCoE をサポート し、次のインターフェイスを持ちます。

• 100 メガビッ トおよび 1/10 ギガビッ ト速度をサポートする  32 個の 10GBASE-T ホス ト側の
ポート

• BiDi 光ファ イバをサポートするファブ リ ッ ク  ポート側の 4 つの 40 ギガビッ ト親スイ ッチ
2 つの専用アップ リ ンク  ポートはイエローに色分けされており、2 つのフレキシブル イン
ターフェイスはホワイ ト に色分けされています。フレキシブル インターフェイス  ポートは、
アップス ト リームの親スイ ッチまたはホス トへの接続に使用できます。

• 1 つの HDMI 管理/コンソール ポート

この FEX シャーシのファン  モジュール側の機能は図 1-5 に、このシャーシのポート側の機能は
図 1-6 に示されています。

1 ID LED 4 QSFP+ ト ランシーバ用 40 ギガビッ ト  ポート （6）および 40 ギガ
ビッ ト  QSFP+ から  4 つの 10 ギガビッ ト  SFP+ ブレークアウ ト  
ケーブル

2 ステータス  LED 5 取り付けブラケッ ト用の 6 つのネジ穴

3 固定 100M/1G/10GBASE-T ポート （48）
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図 1-5 Cisco Nexus 2332TQ FEX シャーシのファン モジュール側の機能

1 電源モジュール（1 台または 2 台、ホッ ト スワ ップ
可能）（AC 電源が示されています）

4 管理/コンソール HDMI ポート

2 ファン  モジュール（3 台、ホッ ト スワ ップ可能） 5 ステータス  LED

3 ID LED
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図 1-6 Cisco Nexus 2332TQ FEX シャーシのポート側の機能

Cisco Nexus 2248TP および 2248TP-E FEX シャーシの機能

Cisco Nexus 2248TP（N2K-C2248TP）および 2248TP-E（N2K-C2248TP-E）FEX には次のインター
フェイスがあ り ます。

• 48 個の100/1000 BASE-T RJ-45 ホス ト側ポート

• 4 つの 10 ギガビッ ト  SFP+ 親スイ ッチ側のファブ リ ッ ク  ポート

• 1 つの管理またはコンソール HDMI ポート

この FEX シャーシのファン  モジュール側の機能は図 1-7 に、このシャーシのポート側の機能は
図 1-8 に示されています。

1 ID LED 3 固定 100M/1G/10GBASE-T ポート （32）

2 ステータス  LED 4 QSFP+ ト ランシーバ用の 40 ギガビッ ト  ポート （4）
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図 1-7 Cisco Nexus 2248TP および2248TP-E FEX シャーシのファン モジュール側の機能

図 1-8 Cisco Nexus 2248TP および 2248TP-E FEX シャーシのポート  サイドの機能

1 電源モジュール（1 台または 2 台、ホッ
ト スワ ップ可能）（AC 電源が示されて
います）

3 電源（1 台の電源の設置のために空きを表示）

2 ファン  ト レイ 4 ステータス  LED（上）と  ID LED（下）

2

1

3 4

23
92

88

1 ステータス  LED（上）と  
ID LED（下）

3 RJ-45 コネク タ用 100/1000 BASE-T ホス ト側ポート （48）

2 管理/コンソール HDMI 
ポー ト

4 SFP+ ト ランシーバ用の 10 ギガビッ ト親スイ ッチ側のポー
ト （4）

3

2

4

1

23
92
87
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（注） Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチで、M1 シ リーズ 32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O 
モジュール（N7K-M132XP-12 または N7K-M132XP-12L）経由で 10 Gbps の帯域幅を占有する場
合は、FEX のそれぞれをモジュール上の 4 つの共有ポート のいずれかに接続します（共有ポート
のセッ ト のそれぞれを  1 つの FEX に接続します）。M2 シ リーズ 24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサ
ネッ ト  I/O モジュール（N7K-M224XP-23L）を使用する場合は、FEX を専用帯域幅用のポート の
いずれかに接続できます。F2 シ リーズ 48 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F248XP-25）を使用する場合は、接続ルールの順序を使用します（ポー ト  グループごとに同
じポート番号を接続します。たとえば、ポー ト  グループのポート  1 とポー ト  2 を接続する場合
は、別のポート  グループの同じポート を接続します）。

Cisco Nexus 2248 PQ FEX シャーシの機能

Cisco Nexus 2248PQ（N2K-C2248PQ）は、FCoE およびデータセンター ブ リ ッジング技術をサポー
ト し、次のインターフェイスを持ちます。

• 48 個の 1 および 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト （SFP+）ホス ト側ポート

• 4 つの 40 ギガビッ ト （QSFP+）親スイ ッチ側ファブ リ ッ ク  ポート （各ポー トは 4 つのギガ
ビッ ト  ポート に分割可能）

• 1 つの管理またはコンソール HDMI ポート

この FEX シャーシのファン  モジュール側の機能は図 1-9 に、このシャーシのポート側の機能は
図 1-10 に示されています。

図 1-9 Cisco Nexus 2248PQ FEX シャーシのファン モジュール側の機能

1 取り付けブラケッ ト を取り付けるためのネジ穴（6） 4 ファン  モジュール（4）

2 アース  パッ ド 5 ID LED と ステータス  LED

3 AC または DC 電源モジュール（1 または 2）（図は AC 
電源モジュール）
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図 1-10 Cisco Nexus 2248PQ FEX シャーシのポート側の機能

（注） Cisco Nexus 5000 および 6000 シ リーズ スイ ッチでは、この FEX は Cisco Nexus 5500 シ リーズお
よび Cisco Nexus 6004 スイ ッチで親スイ ッチと してサポート されます。サポート される ソフ ト
ウェアは、Cisco Nexus OS Release 6.0(2)N1(1) 以降です。

Cisco Nexus 2232TM および Cisco Nexus 2232TM-E FEX シャーシの機能

Cisco Nexus 2232TM（N2K-C2232TM）および 2232TM-E（N2K-C2232TM-E）FEX には次のイン
ターフェイスがあ り ます。

• 32 個の1 および 10-GBASE-T ホス ト側ポート

• アップ リ ンク  モジュールの 8 つの 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト （SFP+）親スイ ッチ側ファブ
リ ッ ク  ポート

• コンソールまたは管理用の 1 つの HDMI ポート

1 管理/コンソール HDMI ポート 5 QSFP+ ト ランシーバ用の 40 ギガ
ビッ ト親スイ ッチ側のポート （4）

2 ID LED 6 取り付けブラケッ ト を取り付ける
ための 6 つのネジ穴

3 ステータス  LED 7 アース  パッ ド

4 SFP または SFP+ ト ランシーバ用の固定 1 および 
10 ギガビッ ト  ホス ト側ポート （48）
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この FEX シャーシのファン  モジュール側の機能は図 1-11 に、このシャーシのポート側の機能は
図 1-12 に示されています。

図 1-11 Cisco Nexus 2232TM および Cisco Nexus 2232TM-E シャーシのファン モジュール側の機能

図 1-12 Cisco Nexus 2232TM および 2232TM-E シャーシのポート側の機能

2

1

3
5

5

4 23
92

79

1 電源モジュール 4 ステータス  LED（上）と  ID LED（下）

2 ファン  ト レイ  5 取り付けブラケッ ト を取り付けるため
の 6 つのネジ穴

3 電源（1 台の電源の設置のために空きを表示）

1 ステータス  LED（上）と  ID LED（下） 4 SFP+ ト ランシーバ用の 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト
親スイ ッチ側のファブ リ ッ ク  ポート （8）

2 管理/コンソール HDMI ポート 5 取り付けブラケッ ト を取り付けるための 6 つのネジ穴

3 RJ-45 コネク タ用 1/10 GBASE-T ホ
ス ト側ポート （32）

6 アース  パッ ド
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2

4 23
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（注） Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチで、M1 シ リーズ 32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O 
モジュール（N7K-M132XP-12 または N7K-M132XP-12L）経由で 10 Gbps の帯域幅を占有する場
合は、FEX のそれぞれをモジュール上の 4 つの共有ポート のいずれかに接続します（共有ポート
のセッ ト のそれぞれを  1 つの FEX に接続します）。M2 シ リーズ 24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサ
ネッ ト  I/O モジュール（N7K-M224XP-23L）を使用する場合は、FEX を専用帯域幅用のポート の
いずれかに接続できます。F2 シ リーズ 48 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F248XP-25）を使用する場合は、接続ルールの順序を使用します（ポー ト  グループごとに同
じポート番号を接続します。たとえば、ポー ト  グループのポート  1 とポー ト  2 を接続する場合
は、別のポート  グループの同じポート を接続します）。

Cisco Nexus 2232PP FEX シャーシの機能

Cisco Nexus 2232PP（N2K-C2232PP）は、FCoE をサポート し、次のインターフェイスを持ちます。

• SFP または SFP+ ト ランシーバ用の 32 個の 1 および 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ホス ト側
ポート

• SFP+ ト ランシーバ用の 8 つの 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト親スイ ッチ側のファブ リ ッ ク  
ポート

• コンソールまたは管理接続用の 1 つの HDMI ポート

この FEX シャーシのファン  モジュール側の機能は図 1-13 に、このシャーシのポート側の機能は
図 1-14 に示されています。

図 1-13 Cisco Nexus 2232TM および Cisco Nexus 2232TM-E シャーシのファン モジュール側の機能

1 電源モジュール 4 ステータス  LED（上）と  ID LED（下）

2 ファン  ト レイ  5 取り付けブラケッ ト を取り付けるための 
6 つのネジ穴

3 電源（1 台の電源の設置のために空きを
表示）
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図 1-14 Cisco Nexus 2232TM および 2232TM-E シャーシのポート側の機能

（注） Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチで、M1 シ リーズ 32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O 
モジュール（N7K-M132XP-12 または N7K-M132XP-12L）経由で 10 Gbps の帯域幅を占有する場
合は、FEX のそれぞれをモジュール上の 4 つの共有ポート のいずれかに接続します（共有ポート
のセッ ト のそれぞれを  1 つの FEX に接続します）。M2 シ リーズ 24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサ
ネッ ト  I/O モジュール（N7K-M224XP-23L）を使用する場合は、FEX を専用帯域幅用のポート の
いずれかに接続できます。F2 シ リーズ 48 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F248XP-25）を使用する場合は、接続ルールの順序を使用します（ポー ト  グループごとに同
じポート番号を接続します。たとえば、ポー ト  グループのポート  1 とポー ト  2 を接続する場合
は、別のポート  グループの同じポート を接続します）。

Cisco Nexus 2224TP FEX シャーシの機能

Cisco Nexus 2224TP（N2K-C2224TP）には次のインターフェイスがあ り ます。

• RJ-45 コネク タ用の 24 個の 100/1000 BASE-T ホス ト側ポート

• SFP+ ト ランシーバ用の 2 つの 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト親スイ ッチ側のファブ リ ッ ク  
ポート

• コンソールまたは管理接続用の 1 つの HDMI ポート

1 ステータス  LED（上）と  ID LED（下） 4 SFP+ ト ランシーバ用の 10 ギガビッ ト  イーサ
ネッ ト親スイ ッチ側のファブ リ ッ ク  ポート （8）

2 管理/コンソール HDMI ポート 5 取り付けブラケッ ト を取り付けるための 6 つの
ネジ穴

3 SFP または SFP+ ト ランシーバ用の 
1/10 GBASE-T ホス ト側ポート （48）

6 アース  パッ ド
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この FEX シャーシのファン  モジュール側の機能は図 1-15 に、このシャーシのポート側の機能は
図 1-16 に示されています。

図 1-15 Cisco Nexus 2224TP シャーシのファン側

図 1-16 Nexus 2224TP シャーシの背面図

1 電源モジュール 3 電源（1 台の電源の設置のために空きを表示）

2 ファン  ト レイ（1） 4 ステータス  LED（上）と  ID LED（下）

2

1

3 4
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81

1 ステータス  LED（上）と  ID LED（下） 3 RJ-45 コネク タ用 100/1000 BASE-T ホス ト
側ポー ト （24）

2 コンソールまたは管理接続用の HDMI 
ポート

4 SFP+ ト ランシーバ用の 10 ギガビッ ト  
イーサネッ ト親スイ ッチ側のポー ト （2）
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（注） Cisco Nexus 7000 シ リーズ スイ ッチで、M1 シ リーズ 32 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O 
モジュール（N7K-M132XP-12 または N7K-M132XP-12L）経由で 10 Gbps の帯域幅を占有する場
合は、FEX のそれぞれをモジュール上の 4 つの共有ポート のいずれかに接続します（共有ポート
のセッ ト のそれぞれを  1 つの FEX に接続します）。M2 シ リーズ 24 ポート  10 ギガビッ ト  イーサ
ネッ ト  I/O モジュール（N7K-M224XP-23L）を使用する場合は、FEX を専用帯域幅用のポート の
いずれかに接続できます。F2 シ リーズ 48 ポート  10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  I/O モジュール
（N7K-F248XP-25）を使用する場合は、接続ルールの順序を使用します（ポー ト  グループごとに同
じポート番号を接続します。たとえば、ポー ト  グループのポート  1 とポー ト  2 を接続する場合
は、別のポート  グループの同じポート を接続します）。

Cisco Nexus 2148T FEX シャーシの機能

Cisco Nexus 2148T（N2K-C2148T）には次のインターフェイスがあ り ます。

• 48 個の 1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ホス ト側ポート

• SFP+ ト ランシーバ用の 4 つの 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト親スイ ッチ側のファブ リ ッ ク  
ポート

• コンソールまたは管理接続用の 1 つの HDMI ポート

この FEX シャーシのファン  モジュール側の機能は図 1-17 に、このシャーシのポート側の機能は
図 1-18 に示されています。

図 1-17 Cisco Nexus 2148T シャーシのファン側

1 電源（2） 3 ステータス  LED（上）と  ID LED（下）

2 ファン  ト レイ（1）
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図 1-18 Cisco Nexus 2148T シャーシの背面図

1 システム  ステータス  LED（上）と ビーコン  
LED（下）

3 1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ホス ト側ポー
ト （48）

2 HDMI ポート 4 SFP+ ト ランシーバ用の 10 ギガビッ ト  
イーサネッ ト親スイ ッチ側のポー ト （4）

27
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Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダの
設置

この章では、Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダ（FEX）を設置する方法について説明しま
す。内容は次のとおりです。

• 設置の準備（2-2 ページ）

• キャビネッ ト またはラ ッ クへの Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダ シャーシの設置
（2-6 ページ）

• システムのアース接続（2-7 ページ）

• シャーシのアース接続（2-14 ページ）

• Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダの起動（2-15 ページ）

• コンポーネン ト の取り外しおよび取り付け（2-16 ページ）

• 返送のための Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダの再梱包（2-23 ページ）

（注） システムの設置、操作、または保守を行う前に、『Regulatory Compliance and Safety Information』を
参照し、安全に関する重要な情報を確認して ください。

警告 安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱い作
業を行う ときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意して く ださい。各警
告の最後に記載されているステート メン ト番号を基に、装置に付属の安全についての警告を参
照して く ださい。 
ステート メン ト  1071

警告 この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入りが制限された場
所とは、特殊なツール、ロックおよびキー、または他のセキュリテ ィ手段を使用しないと入室で
きない場所を意味します。
ステート メン ト 1017

警告 この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。ス
テート メン ト 1030
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設置の準備
この項では、次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 設置オプシ ョ ン（2-2 ページ）

• エアーフローに関する考慮事項（2-2 ページ）

• シャーシの重量（2-3 ページ）

• 取り付けに関するガイ ド ラ イン（2-3 ページ）

• 必要な工具と部品（2-4 ページ）

• Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダの開梱と点検（2-5 ページ）

設置オプション

Cisco Nexus FEX は、次の方法で設置する こ とができます。

• 次のものを使用して、開放型 EIA ラ ッ クに設置する

– 装置に付属のラ ッ クマウン ト  キッ ト

– EIA シェルフ  ブラケッ ト  キッ ト （オプシ ョ ン、別途購入） 

• 次のいずれかを使用して、穴あき型または一枚壁型 EIA キャビネッ ト に設置する

– 装置に付属のラ ッ クマウン ト  キッ ト

– EIA シェルフ  ブラケッ ト  キッ ト （オプシ ョ ン、別途購入） 

装置に付属のラ ッ クマウン ト  キッ ト を使用した装置の設置手順については、「キャビネッ ト また
はラ ッ クへの Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダ シャーシの設置」セクシ ョ ン（2-6 ページ）
を参照して ください。

（注） オプシ ョ ンの EIA シェルフ  ブラケッ ト  キッ トは、装置の付属品ではあ り ません。キッ ト の発注
については、製品を購入した代理店にお問い合わせください。

エアーフローに関する考慮事項

Cisco Nexus FEX を通過するエアーフローは、ポート側排気口から背面へまたは背面からポート
側排気口へ流れます。適切なエアーフローが確保されるよ うに、次の注意事項に従って ください。

• シャーシは、その吸気側（ポー ト側排気エアーフローの場合はポート側排気口側、ポート側吸
気エアーフローの場合は背面側）をコールドアイルに向けて配置します。そ う しなければ、過
熱状態が発生して、システムがシャ ッ ト ダウンする可能性があ り ます。

• 他のシステムの排気口のそばに吸気口を配置しないよ うにします。

• Cisco Nexus FEX は奥行が狭いため、部分搭載のラ ッ クでは、エアーがシャーシの上下方向に
再循環する可能性もあ り ます。

• すべてのファン  ト レイ と電源モジュールが同じエアーフロー方向を使用している こ と を確
認して ください。すべてのモジュールに黒色のス ト ラ イプが付いていない（ポー ト側排気エ
アーフロー）またはすべてのモジュールに黒色のス ト ラ イプが付いている（ポー ト側吸気エ
アーフロー）必要があ り ます。
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（注） エアーフロー方向が異なるモジュールが取り付けられた状態でスイ ッチの電源が入れら
れている場合は、エアーフロー方向が間違っているモジュールを交換する前にスイ ッチ
をシャ ッ ト ダウンする必要があ り ます。

• 正常に動作するよ うにデータセンター全体の周囲エアーフローを保って ください。

• 空調要件を決定する と きには、すべての機器の熱放散を考慮して ください。エアーフロー要
件を評価する際は、ラ ッ クの最下部にある機器が発生させる熱風が、上部の機器の吸気ポー
ト に吸い込まれる可能性がある点を考慮して ください。

• 煙突型のラ ッ クを取り付ける場合は、煙突内のフローの方向に対して逆向きになるよ う な取
り付け方はしないでください。このよ うに取り付ける と、システム  ファンに過度の負荷がか
かり ます。

シャーシの重量

システムを持ち上げる際には、次の注意事項に従って ください。

• システムを持ち上げる前に、電源コード と外部ケーブルをすべて外して ください。

• システムを  2 人で持ち上げて ください。Cisco Nexus FEX の重量は最大 8.4 kg（18.5 ポンド）に
なる可能性があ り ます。

• 足元を安定させ、システムの重量が両足に等し く分散されるよ うにして ください。

• システムは、背筋を伸ばしてゆっ く り と持ち上げて ください。背中ではな く足を伸ばして持
ち上げます。腰ではな くひざを曲げるよ うにして ください。

取り付けに関するガイドライン

Cisco Nexus FEX を設置する と きは、次の注意事項に従って ください。

• シャーシを取り付ける前に、設置場所を検討して準備します。付録 G「設置環境およびメ ンテ
ナンス記録」に、推奨される設置場所の準備作業が リ ス ト されています。

• 装置の設置と設定を行う際に、付録 G「設置環境およびメ ンテナンス記録」に リ ス ト されてい
る情報を記録して ください。

• 装置の作業に支障がないよ うに、また適切なエアーフローが確保されるよ うに、装置周辺に
十分なスペースを確保できる こ と を確認して ください（エアーフローの要件については、付
録 B「技術仕様」を参照して ください）。

• 空調が、付録 B「技術仕様」に記載されている熱放散の要件に適合している こ と を確認して く
ださい。

• シャーシ吸気口がコールドアイル内に配置され、他のシステムの排気口から離れている こ と
を確認します。

• すべてのファン  ト レイ と電源モジュールが次のよ うに同じエアーフロー方向になっている
こ と を確認します（スイ ッチは、すべてのモジュールに対して  1 つのエアーフロー方向しか
サポート しません）。

– ポート側吸気エアーフロー モジュールには黒色のス ト ラ イプが付いています。

– ポート側排気エアーフロー モジュールには色付きのス ト ラ イプが付いていません。



 

2-4
Cisco Nexus 2000 シリーズ ハードウェア インスト レーシ ョ ン  ガイ ド

 

第 2 章      Cisco Nexus ファブリ ッ ク  エクステンダの設置

    設置の準備

（注） エアーフロー方向が異なるモジュールが取り付けられた状態でスイ ッチの電源が入れら
れている場合は、エアーフロー方向が間違っているモジュールを交換する前にスイ ッチ
をシャ ッ ト ダウンする必要があ り ます。

• キャビネッ ト またはラ ッ クが、付録 A「キャビネッ トおよびラ ッ クへの設置」に記載されてい
る要件に適合している こ と を確認して ください。

（注） キャビネッ ト でジャンパ電源コードが使用できます。「ジャンパ電源コード」セクシ ョ ン
（C-9 ページ）を参照して ください。

• シャーシが適切にアースされている こ と を確認します。装置を設置する ラ ッ クがアースされ
ていない場合には、シャーシと電源の両方をアース接続する こ と を推奨します。

• 設置場所の電力が付録 B「技術仕様」に記載されている電力要件を満たしている こ と を確認
します。電力障害から保護するために、無停電電源（UPS）を使用できます。

注意 鉄共振テク ノ ロジーを使用する  UPS タ イプは使用しないでください。この UPS タ イプ
は、Cisco Nexus FEX などのシステムに使用する と、データ  ト ラフ ィ ッ ク  パターンの変化
によって入力電流が大き く変動し、動作が不安定になる こ とがあ り ます。

• 回路の容量が、各国および地域の規格に準拠している こ と を確認します。北米の場合、電源に
は 15 A 回路または 20 A 回路が必要です。

注意 入力電力の損失を防ぐために、装置に電力を供給する回路上の合計最大負荷が、配線と
ブレーカーの定格電流の範囲内となるよ うにして ください。

• 装置を設置する際は、締め付け トルクを次のよ うに調整して ください。

– 非脱落型ネジ：4 インチポン ド

– M3 ネジ：4 インチポン ド

– M4 ネジ：12 インチポン ド

– 10-32 ネジ：20 インチポン ド

– 12-24 ネジ：30 インチポン ド

必要な工具と部品

設置を開始する前に、次の工具を用意して ください。

• ト ルク調整可能な #1 および #2 プラス  ネジ用ド ラ イバ

• 3/16 インチ マイナス  ド ラ イバ

• メジャーおよび水準器

• 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップなどの静電気防止用器具

• 静電気防止用マッ ト または静電気防止材
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また、シャーシをアースするために、次のものが必要です（アクセサ リ  キッ ト には含まれていま
せん）。

• アース線（6 AWG を推奨）。地域および各国の規定に適合するサイズを使用して ください。
アース線の長さは、Cisco Nexus FEX から適切なアース場所までの距離に応じて異な り ます。

• ラグ端子の寸法に適した圧着工具

• ワイヤ ス ト リ ッパ

Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダの開梱と点検

注意 装置のコンポーネン ト を取り扱う と きは、静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用し、モジュール
のフレームの端だけを持って ください。ESD ソケッ トはシャーシ上に付いています。ESD ソケッ
ト を有効にするには、電源コード またはシャーシのアースを使用してシャーシをアース接続す
るか、またはアースされたラ ッ ク とシャーシの金属部分を接触させて ください。

ヒン ト シャーシを輸送する場合に備えて、輸送用の箱は保管しておいて ください。

（注） 装置は、厳密に検査した上で出荷されています。輸送中の破損や内容品の不足がある場合には、
ただちにカスタマー サービス担当者に連絡して ください。

梱包内容を確認する手順は次のとおりです。

ステップ 1 カスタマーサービス担当者から提供された機器リ ス ト と、梱包品の内容を照合します。次の品目
を含め、すべての品目が揃っている こ と を確認して ください。

• マニュアル

• アース  ラグ  キッ ト  

• ラ ッ クマウン ト  キッ ト  

• 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップ 

• コネク タ付きケーブル 

• 発注したオプシ ョ ンの品目

ステップ 2 破損の有無を調べ、内容品の間違いや破損がある場合には、カスタマー サービス担当者に連絡し
て ください。次の情報を用意しておきます。

• 発送元の請求書番号（梱包明細を参照して ください）

• 破損している装置のモデルとシ リ アル番号

• 破損状態の説明

• 破損による設置への影響

ステップ 3 すべてのファン  ト レイ と電源が同じエアーフロー方向を使用しているこ とを確認して ください。

• ポート側排気エアーフロー モジュールには前面に黒色のス ト ラ イプが付いていません。

• ポート側吸気エアーフロー モジュールには前面に黒色のス ト ラ イプが付いています。
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キャビネッ トまたはラックへの Cisco Nexus ファブリ ッ
ク  エクステンダ シャーシの設置

こ こでは、装置に付属のラ ッ クマウン ト  キッ ト を使用して、付録 A「キャビネッ トおよびラ ッ ク
への設置」に記載されている要件に適合するキャビネッ ト またはラ ッ クに Cisco Nexus ファブ
リ ッ ク  エクステンダを設置する手順について説明します。

注意 ラ ッ クにキャスタが付いている場合、ブレーキがかかっているか、または別の方法でラ ッ クが固
定されている こ と を確認して ください。

表 2-1 に、装置に付属のラ ッ クマウン ト  キッ ト の内容を示します。

表 2-1 に、装置に付属のラ ッ クマウン ト  キッ ト の内容を示します。

表 2-1 Cisco Nexus 2000 シリーズ FEX ラック  マウン ト  キッ ト  

数量 部品

2 ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト

12 M4 x 0.7 x 8 mm さ らネジ

2 ラ ッ クマウン ト  ガイ ド

10 10-32 ラ ッ ク  ナッ ト

10 10-32 X 3/4 インチなべネジ

2 スラ イダ レール

表 2-2 Cisco Nexus 2300 シリーズ FEX ラック  マウン ト  キッ ト

数量 部品

2 ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト  

2 M4 8 mm プラスなべネジ

2 ラ ッ クマウン ト  ガイ ド

10 M4 X 0.7 X 7 mm ラ ッ ク  ナッ ト

10 10-32 X 3/4 インチなべネジ

2 スラ イダ レール
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装置に付属のラ ッ クマウン ト  キッ ト を使用してキャビネッ ト またはラ ッ クに装置を設置する手
順は、次のとおりです。

ステップ 1 次の手順に従って、前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト を取り付けます。

a. シャーシに前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト を当て、ネジ穴を合わせます。6 本の M4 ネジで
シャーシに前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト を取り付けます。

b. 同様に、装置の反対側にも前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト を取り付けます。

ステップ  2 次の手順に従って、装置にラ ッ クマウン ト  ガイ ドを取り付けます。

a. 装置の側面にラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト を当て、ネジ穴を合わせます。2 本のフラ ッ トヘッ
ド  M4 ネジで装置にラ ッ クマウン ト  ガイ ドを取り付けます。

b. 同様に、装置の反対側にも ラ ッ クマウン ト  ガイ ドを取り付けます。

ステップ 3 ラ ッ クにスラ イダ レールを取り付けます。ラ ッ クのレールのネジ山タイプに応じて、2 本の 
12-24 ネジまたは 2 本の 10-32 ネジを使用します。角穴のラ ッ クの場合は、スラ イダ レールの取
り付け穴の後ろに 12-24 ケージ ナッ ト を差し込みます。

a. 同様に、ラ ッ クの反対側にもスラ イダ レールを取り付けます。

b. メジャーおよび水準器を使用して、レールが水平で同じ高さになっているか確認します。

ステップ 4 次の手順に従って、装置をラ ッ クに差し込みます。

a. 両手を使い、ラ ッ クのポート側排気支柱の間に後ろ向きで装置を入れます。

b. ラ ッ クに取り付けたスラ イダ レールに装置の両側の 2 つのラ ッ クマウン ト  ガイ ドを合わせ
ます。ラ ッ クマウン ト  ガイ ドをスラ イダ レールに滑り込ませ、装置をラ ッ クの奥までゆっ く
り スラ イ ド させます。装置をスムーズにスラ イ ドできないと きは、ラ ッ クマウン ト  ガイ ド と
スラ イダ レールの位置を合わせ直します。

ステップ 5 次の手順に従って、前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト を前面のラ ッ ク取り付けレールに取り付け、
装置をラ ッ クに固定します。

a. ケージ ナッ ト 、前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト の穴、ラ ッ クの取り付けレールのネジ穴を通
るよ うに 2 本のネジ（ラ ッ クのタ イプに応じて  12-24 または 10-32）を差し込みます。

b. 装置の反対側の前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト についても、これを繰り返します。

システムのアース接続
こ こでは、システムのアース接続の必要性と、静電放電による損傷を防ぐ方法について説明します。

この項では、次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 適切なアース接続のための注意事項（2-8 ページ）

• 静電破壊の防止（2-9 ページ）

• システム  アースの確立（2-13 ページ）

• 必要な工具と部品（2-13 ページ）
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適切なアース接続のための注意事項

アース接続は、装置を設置する際の最も重要な部分の 1 つです。適切にアースする こ とで、建物
とその中に設置された装置を低インピーダンスで接続し、シャーシ間の電圧差を低くする こ と
ができます。設置時にシステムを適切にアースすれば、感電、過渡電流による装置の損傷、データ
の破損などの危険を削減または防止できます。表 2-3 に、一般的なアース方法の注意事項を示し
ます。

表 2-3 適切なアース接続のための注意事項

環境 電磁ノ イズの重大度レベル 推奨されるアース方法

商業用ビルが、落雷の危険性
にさ ら されている。

たとえば、フロ リ ダなどの米国
内の一部の地域は、他の地域に
比べ落雷の危険性が高い。

高 製造業者の推奨事項に厳密に
従い、すべての避雷装置を取り
付ける必要があ り ます。雷電流
を流す導体は、適用可能な推奨
事項と規範に従い、電力線およ
びデータ回線から離しておく
必要があ り ます。推奨される最
も良いアース方法に厳密に従
う必要があ り ます。

商業用ビルが、頻繁に雷雨は
発生するが、落雷の危険性の
低いエ リ アにある。

高 推奨されるアース方法に厳密
に従う必要があ り ます。

商業用ビルに、情報テク ノ ロ
ジー機器と溶接などの工業設
備が混在している。

中～高 推奨されるアース方法に厳密
に従う必要があ り ます。

既存の商業用ビルは、自然環
境による ノ イズにも、人工の
工業ノ イズにも さ ら されてい
ない。このビル内は、標準的な
オフ ィ ス環境である。過去に
電磁ノ イズが原因で設備が故
障したこ とがある。

中 可能な場合はノ イズの発生源
と原因を特定し、できる限り ノ
イズの発生源を減らすか、また
はノ イズ発生源から影響を受
ける装置への連結を削減しま
す。推奨されるアース方法に厳
密に従う必要があ り ます。

新しい商業用ビルは、自然環
境による ノ イズにも、人工の
工業ノ イズにも さ ら されてい
ない。このビル内は、標準的な
オフ ィ ス環境である。

低 電磁ノ イズ問題が発生する可
能性はほとんどあ り ません
が、将来的な計画を立てる場
合、通常は、新しいビルにアー
ス  システムを設置する こ と
が、最も安価で最適な方法と
な り ます。推奨されるアース
方法に可能な限り厳密に従う
必要があ り ます。

既存の商業用ビルは、自然環
境による ノ イズにも、人工の
工業ノ イズにも さ ら されてい
ない。このビル内は、標準的な
オフ ィ ス環境である。

低 電磁ノ イズ問題が発生する可
能性はほとんどあ り ません
が、常に、アース  システムを設
置する こ とが推奨されます。
推奨されるアース方法に可能
な限り厳密に従う必要があ り
ます。
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（注） どの場合も、アース方法は、National Electric Code（NEC）の要件または各地域の法および規制に準
ずる必要があ り ます。

（注） 必ず、すべての装置が完全に装着され、非脱落型ネジが完全に締まっている こ と を確認して くだ
さい。さ らに、すべての I/O ケーブルと電源コードが適切に接続されている こ と を確認して くだ
さい。これらの方法は、すべての設置時に従う必要がある標準的な設置方法です。

静電破壊の防止

モジュールまたはその他の Field Replaceable Unit（FRU）が不適切に扱われた場合に発生する可能
性のある静電放電（ESD）による損傷は、断続的または完全な障害の原因とな り ます。装置は、金属
製フレーム内に固定されたプ リ ン ト基板から構成されています。電磁干渉（EMI）シールドおよび
コネク タは、フレームを構成する部品です。金属フレームは、ESD からプ リ ン ト基板を保護します
が、モジュールを扱う と きには必ず、静電気防止用アース  ス ト ラ ップを着用して ください。

静電破壊を防ぐために、次の注意事項に従って ください。

• 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを肌に密着させて着用して ください。

• 静電気防止アース  ス ト ラ ップにはバナナ プラグ、金属製バネ ク リ ップ、またはワニ口ク
リ ップ付きのものがあ り ます。すべての Cisco Nexus 2000 シ リーズ FEX シャーシは、ポー ト
側排気パネルにバナナ プラグ  コネク タが装備されています（コネク タの横にあるアース記
号で識別されます）。取り扱う と きには、バナナ プラグ付きの静電気防止アース  ス ト ラ ップ
を使用する こ と を推奨します。

• ほとんどの FRU に付属している使い捨ての静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップまたはワニ口ク
リ ップ付きの静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを使用する場合は、静電気防止用リ ス ト  ス ト
ラ ップに適切なアース  ポイン ト を確保するためにシステムのアース  ラグをシャーシに取り
付ける必要があ り ます。

（注） このシステム  アースは、NEBS アース と も呼ばれます。

• シャーシにシステム  アースが取り付けられていない場合には、システム  アース  ラグを取り
付ける必要があ り ます。シャーシ システムのアース  パッ ドの取り付け手順および取り付け
場所については、「システム  アースの確立」セクシ ョ ン（2-13 ページ）を参照して ください。

（注） 付属のシステム  アース線をシステムのアース  ラグに接続する必要はあ り ません。このアース  ラ
グは、シャーシの塗装されていない金属部への直通路を提供します。
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システムのアース  ラグを取り付けたら、次の手順で、静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを適切に
取り付けます。

ステップ 1 次のよ うに静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを肌に密着させて着用します。

a. FRU に付属の静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを使用する場合は、リ ス ト  ス ト ラ ップのパッ
ケージを開き、静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップの包装を開けます。手首に黒の導体ループを
巻き、肌にしっかり と密着するよ うに、ス ト ラ ップを締めます。

b. ワニ口ク リ ップ付きの静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを使用する場合は、パッケージを開
いて、静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを取り出します。リ ス ト  ス ト ラ ップを巻く位置を決め
て、肌にしっかり と密着させて ください。

ステップ 2 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップのバネ ク リ ップまたはワニ口ク リ ップをつかんで、ラ ッ クの塗
装されていない金属部分に一瞬ク リ ップを接触させます。蓄積された静電気をラ ッ ク全体に安
全に散逸させるために、ク リ ップを塗装されていないラ ッ ク  レールに接触させる こ と を推奨し
ます。

ステップ 3 次のよ うに、バネ ク リ ップまたはワニ口ク リ ップをアース  ラグのネジに取り付けます（図 2-1 と
図 2-2 を参照）。

a. FRU に付属の静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを使用する場合は、バネ ク リ ップを強くつか
んであごを開き、システムのアース  ラグのネジ頭の側面に取り付け、バネ ク リ ップのあごが
ラグのネジ頭の後ろで閉じるよ うに、バネ ク リ ップをラグのネジ頭上でスラ イ ド させます。

（注） バネ ク リ ップのあごは、直接ラグのネジ頭またはラグのバレルをはさみ込めるほど
広くは開きません。

b. ワニ口ク リ ップ付きの静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを使用している場合は、システムの
アース  ラグのネジ頭、またはシステムのアース  ラグ  バレルに直接ワニ口ク リ ップを取り付
けます。
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図 2-1 に、Cisco Nexus 2000 シ リーズ FEX のシステム  アース  ラグ ネジへの静電気防止用リ ス ト  
ス ト ラ ップの取り付け手順を示します。

図 2-1 Cisco Nexus 2000 シリーズ FEX のシステム アース ラグ ネジへの静電気防止用リスト  スト
ラ ップの取り付け

（注） Cisco Nexus 2300 シ リーズ FEX では、アース  ラグ穴がシステムの側面から背面に移動されまし
た。図 2-2 に Cisco Nexus 2348UPQ FEX を示します。

1 静電気防止用アース  ス ト ラ ップ 4 取り付けられたク リ ップ（ネジの裏側）

2 ク リ ップとアース  ラグ 5 システムのアース  コネク タ

3 アース  ラグの側面（ク リ ップをネジの裏側
でスラ イ ド させます）

19
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図 2-2 Cisco Nexus 2300 シリーズ FEX アース ラグの位置

さ らに、これらの装置を取り扱う際には、次の注意事項に従って ください。

• フレームを取り扱う と きは、ハン ドルまたは端の部分だけを持ち、プ リ ン ト基板またはコネ
ク タには手を触れないでください。

• 取り外したコンポーネン トは、基板側を上向きにして、静電気防止用シート に置くか、静電気
防止用容器に入れます。コンポーネン ト を工場に返却する場合は、ただちに静電気防止用容
器に入れて ください。

• 金属製フレームからプ リ ン ト基板を取り外さないでください。

注意 安全のために、静電気防止用ス ト ラ ップの抵抗値を定期的にチェ ッ ク して ください。抵抗値は 
1～10 MΩ でなければな り ません。

1 静電気防止用アース  ス ト ラ ップ 4 取り付けられたク リ ップ（ネジの裏側）

2 ク リ ップとアース  ラグ 5 アース  ラグ

3 アース  ラグの側面（ク リ ップをネジの裏側
でスラ イ ド させます）
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システム アースの確立

こ こでは、システム  アースを  Cisco Nexus 2000 および 2300 シ リーズ FEX に接続する方法につい
て説明します。

（注） このシステム  アースは、NEBS アース と も呼ばれます。

この装置を米国または欧州のセン ト ラル オフ ィ スに設置する場合は、AC 電源システムで、シス
テム（NEBS）アースを使用する必要があ り ます。

システム（NEBS）アースは、EMI 防止要件を満たすための追加のアース と、装置の低電圧装置
（DC-DC コンバータ）のアース とな り、補助的なボンディ ング接続とアース接続に関する  
Telcordia Technologies NEBS 要件を満たします。シャーシのシステム  アースについては、次の注
意事項に従う必要があ り ます。

• システム（NEBS）アースは、すでに電力アース接続が確立されているその他のラ ッ ク または
システムに接続する必要があ り ます。この装置を、米国または欧州に設置している場合は、シ
ステム  アース接続が必須とな り ます。

• システム（NEBS）アース接続と電源アース接続の両方をアースにつなぐ必要があ り ます。こ
の装置を、米国または欧州に設置している場合は、システム（NEBS）アース接続が必須とな り
ます。

• Cisco Nexus FEX には AC 入力電源が付属しているため、シャーシの電源を切る必要はあ り
ません。

必要な工具と部品

システム  アースを接続するには、次の工具と部品が必要です。

• アース  ラグ：最大 6 AWG 線をサポートする、2 穴の標準的バレル ラグ。このラグはアクセサ
リ  キッ ト に同梱されています。

• アース用ネジ：M4 X 8 mm（ メ ト リ ッ ク）なべネジ X 2。これらのネジはアクセサ リ  キッ ト に
同梱されています。

• アース線：アクセサ リ  キッ ト には同梱されていません。アース線のサイズは、地域および国内
の設置要件に従って ください。米国で設置する場合は、電源とシステムに応じて、6 ～ 12 AWG 
の銅の導体が必要です一般に入手可能な 6 AWG 線を推奨します。アース線の長さは、装置と
適切なアース設備間の距離によって異な り ます。

• No. 1 プラス  ド ラ イバ。

• アース線をアース  ラグに取り付ける圧着工具。

• アース線の絶縁体をはがすワイヤ ス ト リ ッパ。
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シャーシのアース接続
シャーシには、アース  ラグを接続するための、M4 ネジ穴が 2 つあるアース  パッ ドが付いてい
ます。

警告 装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステート メ
ン ト  1046

注意 ラ ッ クがすでにアースされている場合でも、シャーシをアースする こ と を推奨します。

注意 電源はすべて、アース接続する必要があ り ます。シャーシに電力を供給する  AC 電源コードのレ
セプタ クルには必ずアース  タ イプを使用し、アース線はサービス機器の保護アースに接続する
必要があ り ます。

警告 装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。
ステート メン ト  1046

注意 ラ ッ クがすでにアースされている場合でも、DC 電源を使用するのであれば、シャーシのアース
接続が必要です。シャーシには、アース  ラグを接続するための、M4 ネジ穴が 2 つあるアース  
パッ ドが付いています。アース  ラグは、NRTL 認証済みである必要があ り ます。さ らに、銅の導体
（線）を使用する必要があ り、この導体は NEC 規定に適合していなければな り ません。

アース  ラグ とアース線をシャーシに接続する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 ワイヤ ス ト リ ッパを使用して、アース線の端から  0.75 インチ（19 mm）ほど、被膜をはがします。

ステップ 2 むき出しになったアース線の端を、アース  ラグの開放端に差し込みます。

ステップ 3 圧着工具を使用して、アース  ラグにアース線を固定します。

ステップ 4 シャーシのアース  パッ ドに貼られているラベルをはがします。

ステップ 5 金属ど う しがぴった り接触するよ うに、アース  ラグをアース  パッ ド上に重ね、アース  ラグ と
アース  パッ ドの穴に、ワ ッシャ付きの 2 本の M4 ネジを差し込みます。

ステップ 6 アース  ラグおよびアース線が他の機器の妨げにならないこ とを確認します。

ステップ 7 アース線の反対側の端を処理し、設置場所の適切なアースに接続して、シャーシに十分なアース
が確保されるよ うにします。
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Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダの起動
こ こでは、装置の電源を投入し、ハード ウェアの動作状態を確認する方法について説明します。

（注） 装置の初期設定が完了するまでは、イーサネッ ト  ポート を  LAN に接続しないでください。装置
の設定手順については、『Cisco Nexus 2300 Series Fabric Extender Software Configuration Guide』を
参照して ください。コンソール ポート の接続手順については、「1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポー
トへの接続」セクシ ョ ン（3-2 ページ）を参照して ください。

警告 装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。
ステート メン ト  1046

装置の電源を投入し、ハード ウェアの動作状態を確認する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 空の電源ベイにフ ィ ラー パネルが取り付けられ、すべてのモジュールの前面プレート がシャー
シのポート側排気口と一直線になるよ うに取り付けられていて、電源モジュール、ファン  ト レ
イ、およびすべての拡張モジュールの非脱落型ネジが固く締まっている こ と を確認します。

ステップ 2 電源モジュールおよびファン  ト レイが取り付けられている こ と を確認します。

（注） 配電ユニッ ト のコンセン ト の種類によっては、Cisco Nexus 2000 シ リーズ FEX をコンセ
ン ト に接続するために、オプシ ョ ンのジャンパ電源コードが必要となる場合もあ り ます。
「ジャンパ電源コード」セクシ ョ ン（C-9 ページ）を参照して ください。

ステップ 3 「システムのアース接続」セクシ ョ ン（2-7 ページ）の説明に従って、装置が適切にアースされてい
る こ と を確認します。

ステップ 4 1 つの AC 電源モジュールを設置する場合は、その電源モジュールを次のよ うに AC 電源に接続
します。

a. 電源モジュールの電源コンセン ト に電源コードを接続します。

b. AC 電源に電源コードのも う一方の端を接続します。

c. Cisco Nexus 2148T 電源モジュールにケーブルを接続する場合は、電源の AC レセプタ クル上
のスイ ッチを  ON にします。

d. OK LED がグ リーンに変わり、FAULT LED が消灯している こ と を点検して、電源が機能して
いる こ と を確認します。

ステップ 5 1 つの DC 電源モジュールを設置する場合は、その電源モジュールを次のよ うに DC 電源に接続
します。

a. DC 電源の回路ブレーカーがオフになっている こ と を確認します。

b. 電源からのマイナスのケーブルを電源モジュールの左端子に接続して、その端子に付いてい
るネジを締め付けます。新しい電源では、この端子はマイナス（-）と ラベル付けされています
が、販売初期の電源ではプラス（+）と して誤ってラベル付けされます。

c. 電源からのプラスのケーブルを電源モジュールの右端子に接続して、その端子に付いている
ネジを締め付けます。新しい電源では、この端子はプラス（+）と ラベル付けされていますが、
販売初期の電源ではマイナス（-）と して誤ってラベル付けされます。
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d. 回路ブレーカーで電源を入れます。

e. OK LED がグ リーンに変わり、FAULT LED が消灯している こ と を点検して、電源が機能して
いる こ と を確認します。

ステップ 6 ファンの動作音を確認します。電源コードを差し込むと、ファンが動作を開始します。

ステップ 7 装置が起動したら、LED が次の状態になっているかど うかを確認します。

• 電源モジュール：システム  ステータス  LED がグ リーンに点灯しています。

• 初期化後、システム  ステータス  LED がグ リーンに点灯していれば、シャーシのすべての環境
モニタでシステムが動作可能である こ とが検出されています。システム  LED がオレンジま
たはレッ ドに点灯している場合、1 つまたは複数の環境モニタが問題を検出しています。

• イーサネッ ト  コネク タの リ ンク  LED は、ケーブルが接続されていなければ点灯しません。

コンポーネン ト が正常に動作しない場合は、そのコンポーネン ト を取り外してから、再度取り付
けます。それでも正常に動作しない場合は、カスタマーサービス担当者に連絡し、製品を交換し
て ください。

（注） 製品をシスコの リ セラーから購入された場合、テクニカル サポート については、直接リ
セラーにお問い合わせください。この製品をシスコから直接購入された場合は、次の 
URL でシスコ  テクニカル サポート までご連絡ください。
http://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tsd-cisco-worldwide-contacts.html

ステップ 8 システム  ソフ ト ウェアが起動し、装置が初期化され、エラー メ ッセージが表示されていないこ
とを確認します。

問題を解決できない場合は、カスタマーサービス担当者に連絡して ください。

ステップ 9 今後の参照用に付録 C「設置環境およびメ ンテナンス記録」のワークシー ト に記入します。

コンポーネン トの取り外しおよび取り付け
こ こでは、Cisco Nexus 2000 および 2300 シ リーズ FEX 上でのコンポーネン ト の取り外しおよび
取り付け方法について説明します。

この項では、次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 電源モジュールの取り外しおよび取り付け（2-17 ページ）

• ファンの取り外し と取り付け（2-20 ページ）

• ファン  ト レイの取り外しおよび取り付け（2-21 ページ）

• Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダの取り外し（2-23 ページ）

注意 静電破壊を防止するために、作業中は静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用し、モジュールを取
り扱う際は必ずフレームの端を持つよ うにして ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tsd-cisco-worldwide-contacts.html


 

2-17
Cisco Nexus 2000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド

 

第 2 章      Cisco Nexus ファブリ ッ ク  エクステンダの設置

    コンポーネン トの取り外しおよび取り付け

電源モジュールの取り外しおよび取り付け

Cisco Nexus 2000 シ リーズ FEX は 2 つの電源モジュールをサポート しますが、1 つの電源モ
ジュールだけで動作します。も う  1 つの電源モジュールは冗長性を確保するためのものです。

注意 電源モジュールを交換する場合は、スイ ッチ内の他のモジュールとエアーフロー方向が同じに
なっている こ と を確認します（すべてのファン  ト レイ と電源モジュールのエアーフロー方向が
同じで、エアーフロー方向を示す色指定が同じになっている必要があ り ます。そ う なっていない
場合は、スイ ッチが過熱してシャ ッ ト ダウンする可能性があ り ます）。

（注） 電源モジュールとファン  ト レイ  モジュールのエアーフロー方向が異なる状態で FEX の電源を
オンにする と、エラー状態が発生して、スイ ッチが過熱し、シャ ッ ト ダウンする可能性があ り ま
す。このエラー状態では、スイ ッチをシャ ッ ト ダウンして、コールドアイルから冷気を吸い込ん
でいないモジュールを交換する必要があ り ます。すべてのモジュールがエアーフロー方向が同
じで、コールドアイルから冷気を吸い込んでいる こ と を確認したら、FEX の電源をオンにする こ
とができます。

この項では、次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• AC 電源モジュールの取り外し（2-17 ページ）

• AC 電源装置の取り付け（2-18 ページ）

• DC 電源モジュールの取り外し（2-19 ページ）

• DC 電源モジュールの取り付け（2-19 ページ）

（注） も う一方の電源モジュールが正常に機能している場合は、システムを稼働したままで、障害のあ
る電源モジュールを交換できます。

AC 電源モジュールの取り外し

注意 Cisco Nexus 2000 または 2300 シ リーズ FEX を  1 つの電源モジュールで使用している場合は、そ
の電源モジュールを取り外すと、装置がシャ ッ ト ダウンします。2 つの電源モジュールを使用し
ていて一方を取り外しても、スイ ッチは動作を継続します。

AC 電源モジュールの取り外し手順は、次のとおりです。

ステップ 1 電源モジュールの電源コンセン ト から電源コードを引き抜きます。

ステップ 2 次のよ うに、電源モジュールをシャーシから取り外します。

• Cisco Nexus 2148T シャーシから電源モジュールを取り外す場合は、非脱落型ネジを緩めて、
シャーシから電源モジュールを引き出します。

• Cisco Nexus 2248T、2232PP、または 2224TP シャーシから電源モジュールを取り外す場合は、
サム  ラ ッチを掴んで左側に押し込み、シャーシから電源モジュールを引き出します。
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ステップ 3 シャーシから引き出す際、も う一方の手で下から電源モジュールを支えます。

ステップ 4 電源モジュール ベイを空にしておく場合は、電源モジュール用ブランク  フ ィ ラー パネルを取り
付けます。

AC 電源装置の取り付け

注意 取り付ける電源モジュールのエアーフローの方向が、ファン  ト レイ  モジュールおよびその他の
電源モジュールと同じである こ と を確認します。すべてのモジュールがポート側排気エアーフ
ロー（モジュールの前面が青色または色なし）であるか、すべてのモジュールがポート側吸気エ
アーフロー（モジュールの前面が赤色または黒色）である必要があ り ます。過熱を防止するため
に、スイ ッチはシャーシ内のモジュールの複数のエアーフロー方向をサポート しません。

電源モジュールを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 シャーシにシステム  アースが接続されている こ と を確認します。アース接続手順については、
「システムのアース接続」セクシ ョ ン（2-7 ページ）を参照して ください。

ステップ 2 電源モジュール ベイにフ ィ ラー パネルが取り付けられている場合は、次のよ うにそれをスロ ッ
ト から取り外します。

• Cisco Nexus 2248TP、2232PP、または 2224TP FEX からフ ィ ラー パネルを取り外す場合は、サ
ム  ラ ッチを左側に押し込んで、シャーシからパネルを引き出します。

• Cisco Nexus 2148T FEX からフ ィ ラー パネルを取り外す場合は、非脱落型ネジを緩めてから、
電源ベイからパネルを引き出します。

ステップ 3 交換電源モジュールのハンドルを持ち、非脱落型ネジが左側に来るよ うにして、電源モジュール
を電源モジュール ベイ内に押し込みます。電源モジュールがベイ内に完全に装着されるよ うに
して ください。

ステップ 4 次のよ うに、電源モジュールをシャーシに固定します。

• Cisco Nexus 2248TP、2232PP、または 2224TP FEX を設置する場合は、電源モジュールがス
ロ ッ ト内に収まるよ うにサム  ラ ッチがシャーシとかみ合っている こ と を確認します。

• Cisco Nexus 2148T を設置する場合は、非脱落型ネジをシャーシの穴に差し込んで締め付け
る こ とによって、電源モジュールをシャーシに固定します。

（注） 配電ユニッ ト のコンセン ト の種類によっては、Cisco Nexus 2000 シ リーズ FEX をコンセ
ン ト に接続するために、オプシ ョ ンのジャンパ電源コードが必要となる場合もあ り ます。
「ジャンパ電源コード」セクシ ョ ン（C-9 ページ）を参照して ください。

ステップ 5 電源コードの反対側を  AC 電源コンセン ト に接続します。

注意 システムに 2 つの電源モジュールを搭載する場合には、各電源モジュールを個別の電源に
接続してください。1 つの電源に障害が起きても、通常、も う  1 つの電源は使用できます。

ステップ 6 電源モジュールの LED がグ リーンになっているかど うかを調べ、電源モジュールの動作を確認
します。電源モジュールの LED が示す内容については、「電源ステータス」セクシ ョ ン（E-3 ペー
ジ）を参照して ください。
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DC 電源モジュールの取り外し

注意 Cisco Nexus 2200 プラ ッ ト フォーム  FEX を  1 つの DC 電源モジュールで使用している場合は、そ
の電源モジュールを取り外すと、装置がシャ ッ ト ダウンします。2 つの電源モジュールを使用し
ていて一方を取り外しても、スイ ッチは動作を継続します。

DC 電源モジュールの取り外し手順は、次のとおりです。

ステップ 1 回路ブレーカーで電源モジュールへの DC 電源を切断します。両方の LED が消灯している こ と
を確認します。

ステップ 2 右側の端子からプラスの電源コードをゆるめます。

ステップ 3 左側の端子からマイナスの電源コードをゆるめます。

ステップ 4 サム  ラ ッチを押してシャーシから電源モジュールを外し、ハン ドルを使用してシャーシから途
中まで抜き出します。

ステップ 5 シャーシから引き出す際、も う一方の手で下から電源モジュールを支えます。静電気防止用シー
ト に電源モジュールを置きます。

ステップ 6 電源モジュール ベイを空にしておく場合は、電源モジュール用ブランク  フ ィ ラー パネルを取り
付けます。

DC 電源モジュールの取り付け

システムに 2 台の電源モジュールを搭載する場合には、各電源モジュールを個別の電源に接続
して ください。1 つの電源に障害が起きても、通常、も う  1 つの電源は使用できます。

注意 取り付ける電源モジュールのエアーフローの方向が、ファン  ト レイ  モジュールおよびその他の
電源モジュールと同じである こ と を確認します。すべてのモジュールがポート側排気エアーフ
ロー（モジュールの前面が青色または色なし）であるか、すべてのモジュールがポート側吸気エ
アーフロー（モジュールの前面が赤色または黒色）である必要があ り ます。過熱を防止するため
に、スイ ッチはシャーシについて複数のエアーフロー方向をサポート しません。

電源モジュールを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 シャーシにシステム  アースが接続されている こ と を確認します。アース接続手順については、
「システムのアース接続」セクシ ョ ン（2-7 ページ）を参照して ください。

ステップ 2 電源モジュール ベイにフ ィ ラー パネルが取り付けられている場合は、サム  ラ ッチを左に押した
ままにして、フ ィ ラー パネルを電源モジュール ベイから引き出します。

ステップ 3 交換電源モジュールのハンドルを持ち、サム  ラ ッチが右側に来るよ うにして、電源モジュールを
電源モジュール ベイ内に押し込みます。電源モジュールがベイ内に完全に装着されるよ うにし
て ください。

ステップ 4 電源モジュールがしっかり と スロ ッ ト に固定されるよ うに、サム  ラ ッチをはめます。

ステップ 5 電力源からのプラス  ケーブルを電源モジュールの右端子に接続して締め付けます。新しい電源
では、この端子はプラス（+）と ラベル付けされていますが、販売初期の電源ではマイナス（-）と し
て誤ってラベル付けされます。
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ステップ 6 電力源からのマイナス  ケーブルを電源モジュールの左端子に接続して締め付けます。新しい電
源では、この端子はマイナス（-）と ラベル付けされていますが、販売初期の電源ではプラス（+）と
して誤ってラベル付けされます。

ステップ 7 回路ブレーカーで電源を入れます。

ステップ 8 電源モジュールの LED がグ リーンになっているかど うかを調べ、電源モジュールの動作を確認
します。電源モジュールの LED が示す内容については、「電源ステータス」セクシ ョ ン（E-3 ペー
ジ）を参照して ください。

ファンの取り外しと取り付け

Cisco Nexus 2300 シ リーズ FEX は 3 つのファンをサポート しますが、2 つのファンだけでも動作
します。他のファンは冗長性を確保するためのものです。システムの動作中に取り外しや交換を
行っても、電気的事故やシステムの故障を引き起こ さない設計になっています。

Cisco Nexus 2200 シ リーズ FEX または Cisco Nexus 2148T FEX のファン  ト レイを交換する場合
は、「フ ァン  ト レイの取り外しおよび取り付け」セクシ ョ ン（2-21 ページ）を参照して ください。

注意 取り付けるファンが同じシャーシ内の他のファンや電源モジュールとエアーフロー方向が同じ
である こ と を確認します。すべてのモジュールがポート側排気エアーフロー（モジュールの前面
が青色または色なし）を備えているか、すべてのモジュールがポート側吸気エアーフロー（モ
ジュールの前面が赤色または黒色）を備えている必要があ り ます。同じシャーシ内のモジュール
のエアーフロー方向が異なる場合は、エラー状態が発生して、スイ ッチが過熱し、シャ ッ ト ダウ
ンする可能性があ り ます。

（注） 電源モジュールとファン  モジュールのエアーフロー方向が異なる  FEX の電源をオンにする と、
エラー状態が発生して、スイ ッチが過熱し、シャ ッ ト ダウンする可能性があ り ます。このエラー状
態では、スイ ッチをシャ ッ ト ダウンして、コールドアイルから冷気を吸い込んでいないモジュー
ルを交換する必要があ り ます。すべてのモジュールがエアーフロー方向が同じで、コールドアイ
ルから冷気を吸い込んでいるこ とを確認したら、FEX の電源をオンにするこ とができます。

この項では、次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• ファンの取り外し（2-20 ページ）

• ファンの取り付け（2-21 ページ）

ファンの取り外し

警告 ファン  ト レイを取り外すときは、回転しているファンの羽根に手を近づけないで く ださい。
ファン  ト レイは、ファンの羽根が完全に停止してから取り外して く ださい。ステート メン ト  258
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ファン  ト レイを取り外すには、次の手順を実行します。

ステップ 1 ファンの 2 つの突き出たつまみを引き寄せてラ ッチを解除し、ファンを外側に引き出します。

ステップ 2 シャーシからファンを完全に引き抜き、静電気防止用シート の上に置くか、梱包材を使用して再
梱包します。

ファンの取り付け

ファンを取り付けるには、次の手順に実行します。

ステップ 1 ポート側排気シャーシの開口部にファンを配置してから、シャーシのできるだけ奥まで押し込
んで固定します。

ステップ 2 装置の電源をオンにしたら、ファンの動作音を確認します。問題がなければすぐに動作音が聞こ
えます。動作音が聞こえない場合は、ファンがシャーシに完全に挿入されていて、前面プレート
がシャーシの外面と面一になっているかど うかを確認します。

ステップ 3 LED がグ リーンに点灯しているかど うかを確認します。LED がグ リーンに点灯していない場合
は、ファンが故障しています。この問題が発生した場合は、部品の交換についてカスタマーサー
ビス担当者に連絡して ください。

（注） 製品をシスコの リ セラーから購入された場合、テクニカル サポート については、直接リ セラーに
お問い合わせください。この製品をシスコから直接購入された場合は、次の URL でシスコ  テク
ニカル サポート までご連絡ください。
http://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tsd-cisco-worldwide-contacts.html

ファン ト レイの取り外しおよび取り付け

Cisco Nexus 2200 シ リーズ FEX と  Cisco Nexus 2148T FEX ではファン  ト レイが使用されます。
ファン  ト レイは、システムの稼働中に取り外しや交換を行っても、感電やシステムの損傷が起き
ないよ うに設計されています。ただし、交換作業は 1 分以内に行う必要があ り ます。

注意 取り付けるファン  ト レイが同じシャーシ内の他のファン  ト レイや電源モジュールとエアーフ
ロー方向が同じである こ と を確認します。すべてのモジュールがポート側排気エアーフロー（モ
ジュールの前面が青色または色なし）を備えているか、すべてのモジュールがポート側吸気エ
アーフロー（モジュールの前面が赤色または黒色）を備えている必要があ り ます。同じシャーシ
内のモジュールのエアーフロー方向が異なる場合は、エラー状態が発生して、スイ ッチが過熱
し、シャ ッ ト ダウンする可能性があ り ます。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tsd-cisco-worldwide-contacts.html
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（注） 電源モジュールとファン  ト レイ  モジュールのエアーフロー方向が異なる状態で FEX の電源を
オンにする と、エラー状態が発生して、スイ ッチが過熱し、シャ ッ ト ダウンする可能性があ り ま
す。このエラー状態では、スイ ッチをシャ ッ ト ダウンして、コールドアイルから冷気を吸い込ん
でいないモジュールを交換する必要があ り ます。すべてのモジュールがエアーフロー方向が同
じで、コールドアイルから冷気を吸い込んでいる こ と を確認したら、FEX の電源をオンにする こ
とができます。

この項では、次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• ファン  ト レイの取り外し（2-22 ページ）

• ファン  ト レイの取り付け（2-22 ページ）

ファン ト レイの取り外し

警告 ファン  ト レイを取り外すときは、回転しているファンの羽根に手を近づけないで く ださい。
ファン  ト レイは、ファンの羽根が完全に停止してから取り外して く ださい。ステート メン ト  258

ファン  ト レイを取り外す手順は、次のとおりです。

ステップ 1 必要に応じてマイナス  ド ラ イバまたは No.2 プラス  ド ラ イバを使用し、ファン  ト レイの非脱落
型ネジを左に回して緩めます。

ステップ 2 ファン  ト レイの非脱落型ネジを持ち、外に引き出します。

ステップ 3 シャーシからファン  ト レイを完全に引き抜き、静電気防止用シート の上に置くか、梱包材を使用
して再梱包します。

（注） システムの動作中にファン  ト レイを取り外す場合は、新しいファン  ト レイを  1 分以内に
取り付けて過熱を防ぐ必要があ り ます。

ファン ト レイの取り付け

ファン  ト レイを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 底面にコネク タが付いているシート メ タル フランジをつかんでファン  ト レイを持ちます。

ステップ 2 ファン  ト レイをポー ト側排気シャーシの開口部に合わせ、シャーシに載せます。差し込める限り
非脱落型ネジがシャーシに接触するまで、ファン  ト レイをシャーシ内に押し込みます。

ステップ 3 非脱落型ネジを締めます。

ステップ 4 装置の電源を投入したら、ファンの動作音を確認します。ファンが動作する音がすぐに聞こえる
はずです。動作音が聞こえない場合には、ファン  ト レイがシャーシ内に完全に挿入され、前面プ
レート がシャーシの外面と一直線になっているかど うかを確認して ください。

ステップ 5 LED がグ リーンに点灯しているかど うかを確認します。LED がグ リーンに点灯していない場合、
1 つまたは複数のファンに障害が発生しています。この問題が発生した場合は、部品の交換につ
いてカスタマーサービス担当者に連絡して ください。
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（注） 製品をシスコの リ セラーから購入された場合、テクニカル サポート については、直接リ セラーに
お問い合わせください。この製品をシスコから直接購入された場合は、次の URL でシスコ  テク
ニカル サポート までご連絡ください。
http://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tsd-cisco-worldwide-contacts.html

Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダの取り外し

注意 スラ イダ レールおよびポート側排気ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト には、抜き差しの際のス ト ッパ
機構があ り ません。シャーシのポート側排気口がラ ッ クに固定されておらず、シャーシをスラ イ
ダ レール上で前方にスラ イ ド させた場合、シャーシがスラ イダ レールの端から滑り落ち、ラ ッ
クから落ちる可能性があ り ます。

ラ ッ クから  Cisco Nexus 2000 シ リーズ FEX を取り外すには、次の手順を実行します。

ステップ 1 2 人で装置を抱えており、FEX の重量が完全に支えられている こ と を確認します。

ステップ 2 回路ブレーカーで電源をオフにします。

ステップ 3 次のよ うに電源コードを外します。

• AC 電源では、電源コード と コンソール ケーブルを外します。

• DC 電源では、マイナス（-）端子からプラスのケーブルを外し、プラス（+）端子からマイナスの
ケーブルを外します。

ステップ 4 すべてのポート を切断します。

ステップ 5 取り付けレールにポート側排気ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト を固定しているネジを外します。

ステップ 6 シャーシをゆっ く り自分の方に滑らせ、スラ イダ レールから引き抜き、ラ ッ クから取り出します。

返送のための Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダの
再梱包

Cisco Nexus 2000 および 2300 シ リーズ FEX を返送する必要がある場合は、「Cisco Nexus ファブ
リ ッ ク  エクステンダの取り外し」セクシ ョ ン（2-23 ページ）の手順に従ってラ ッ クから装置を取
り外し、返送用に再梱包して ください。できれば、元の梱包材と箱を使用して装置を再梱包して
ください。シスコへの返送を手配するには、シスコのカスタマーサービス担当者に連絡して くだ
さい。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tsd-cisco-worldwide-contacts.html
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Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダの
接続

この章では、Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダ（FEX）のポー ト に接続する方法について説
明します。

注意 電源コードおよびデータ  ケーブルをオーバーヘッ ド  ケーブル ト レイまたはサブフロア  ケーブ
ル ト レイに配線する場合には、電源コードおよび他の潜在的なノ イズ発生源を、シスコ機器で終
端するネッ ト ワーク配線からできるかぎ り遠ざけておく こ と を強く推奨します。長いパラレル 
ケーブルを  3.3 フ ィー ト （1 m）以上離して設置できない場合は、ケーブルをアース付きの金属製
コンジッ ト に通して、潜在的なノ イズ発生源をシールド して ください。

この章は、次の項で構成されています。

• ネッ ト ワーク接続の準備（3-2 ページ）

• 1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポートへの接続（3-2 ページ）

• 10 ギガビッ トおよび 40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポー トへの接続（3-2 ページ）
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ネッ トワーク接続の準備
Cisco Nexus FEX のネッ ト ワーク接続を準備する と きは、各インターフェイス  タ イプについて次
の事項を考慮し、ポー ト を接続する前に必要なすべての機器を揃えて ください。

• 各インターフェイス  タ イプに必要なケーブル

• 各信号タイプの距離制限

• 必要な他のインターフェイス機器

1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポートへの接続
こ こでは、1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート をホス ト に接続する方法について説明します。

1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポー ト には RJ-45 インターフェイスがあ り ます。48 個の 1 ギガビッ
ト  イーサネッ ト  サーバ ポート があ り ます。

1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポー ト をホス ト に接続する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポー ト に、対応するモジュ ラ  ケーブルを接続します。

ステップ 2 ケーブルの反対側をデバイスに接続します。

10 ギガビッ トおよび 40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート
への接続

こ こでは、10 ギガビッ ト または 40 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポー ト をホス ト に接続する方法に
ついて説明します。ネッ ト ワーク方向の 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポートは、Cisco Nexus 
2148T および 2248TP は 4 つ、Cisco Nexus 2232TM、2232TM-E、および 2232PP は 8 つ、Cisco Nexus 
2224TP は 2 つ備えています。SFP+ ト ランシーバを使用して 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート
に接続します。Cisco Nexus 2300 シ リーズ プラ ッ ト フォーム  FEX は、ネッ ト ワーク方向の 40 ギ
ガビッ ト  アップ リ ンク  ポート を  6 つ備えています。QSFP+ ト ランシーバを使用して 40 ギガ
ビッ ト  イーサネッ ト  ポート に接続します。

この項では、次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• SFP+ ト ランシーバの取り外しおよび取り付け（3-2 ページ）

• SFP+ ト ランシーバのケーブルの取り外しおよび取り付け（3-4 ページ）

• SFP+ ト ランシーバおよびケーブルのメ ンテナンス（3-6 ページ）

SFP+ ト ランシーバの取り外しおよび取り付け

注意 SFP ト ランシーバの取り付けおよび取り外しを過度に行う と、耐用年数が短く な り ます。SFP+ 
ト ランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。SFP ト ランシーバ
の取り付けまたは取り外しを行う際は、ケーブルやト ランシーバの破損を防止するため、ケーブ
ルを抜いた状態で行う こ と を推奨します。
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こ こでは、SFP+ ト ランシーバの取り付けおよび取り外し方法について説明します。この項では、
次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• SFP+ ト ランシーバの取り付け（3-3 ページ）

• SFP+ ト ランシーバの取り外し（3-3 ページ）

SFP+ ト ランシーバの取り付け

SFP+ ト ランシーバを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 ポート  ケージのダス ト  カバーを外します。

ステップ 3 ト ランシーバのポート側のダス ト  カバーを外します。

ステップ 4 次のよ うに ト ランシーバをポート に差し込みます。

• マイ ラー タブ ラ ッチ付きの ト ランシーバの場合、タブが下にく る よ うにし、ポー ト にしっか
りはまるまで ト ランシーバをゆっ く り差し込みます。

• ベールク ラスプ ラ ッチ付きの ト ランシーバの場合、ク ラスプが下になるよ うにし、ク ラスプ
を持ち上げて ト ランシーバの上部で閉じてから、ポー ト にしっかりはまるまで ト ランシーバ
をゆっ く り差し込みます。

注意 ト ランシーバが取り付けにくい場合は、ト ランシーバの向き と、タブやク ラスプの位置
が正しいかど うかを確認して ください。

（注） ケーブルを ト ランシーバに接続できない場合は、ト ランシーバのケーブル側にダス ト  カ
バーを取り付けるか、またはそのままにします。

SFP+ ト ランシーバの取り外し  

SFP+ ト ランシーバを取り外す手順は、次のとおりです。

ステップ 1 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 ト ランシーバにケーブルが接続されている場合、次のいずれかの手順を実行します。

a. あとで参照するために、ケーブルとポート の接続を記録しておきます。

b. ケーブルの リ リース  ラ ッチを押し、コネク タの接続部付近をつかんで、コネク タを ト ラン
シーバからゆっ く り引き抜きます。

c. ダス ト  プラグを、ト ランシーバのケーブル側に差し込みます。

注意 次の手順で ト ランシーバが容易に外せない場合、ト ランシーバを完全に押し込んで、
ラ ッチが正しい位置にあるかど うか確認して ください。
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ステップ 3 次のよ うに ト ランシーバをポート から取り外します。

• マイ ラー タブ ラ ッチ付きの ト ランシーバの場合、タブをまっすぐに（ひねらずに）ゆっ く り
引っ張り、ポー ト から ト ランシーバを抜き取り ます。

• ベール ク ラスプ ラ ッチ付きの ト ランシーバの場合、下方向にク ラスプを押し開き、ポー ト か
ら ト ランシーバを抜き取り ます。

（注） ベールク ラスプ付きの SFP+ ト ランシーバを取り外しに くい場合、一旦ベールク ラスプ
を上の位置に戻して  SFP+ を再固定します。そして、SFP+ ト ランシーバをケージの内側
に向かって上向きに押します。次に、ベールク ラスプを下げ、SFP+ ト ランシーバに軽く上
向きの力をかけながら引き出します（図 3-1 を参照して ください）。このと き、ポー ト  ケー
ジを傷つけないよ う注意して ください。

図 3-1 ベールクラスプ付き SFP+ ト ランシーバの別の取り外し方法

ステップ 4 ト ランシーバを工場に返送する場合、ト ランシーバのポート側にダス ト  カバーを挿入し、ト ラン
シーバを静電気防止用マッ ト の上に置くか、または静電気防止袋に入れます。

ステップ 5 別の ト ランシーバが取り付けられていない場合、オプテ ィカル ケージにきれいなカバーを挿入
して保護します。

SFP+ ト ランシーバのケーブルの取り外しおよび取り付け

こ こでは、SFP+ ト ランシーバのケーブルの取り付け方法および取り外し方法について説明します。

注意 銅ケーブルの損傷を防ぐために、ケーブルに公称制限値を超える張力をかけないでください。ま
た、ケーブルに張力がかかっていない場合でも、ケーブルを半径 1 インチ未満に曲げないでくだ
さい。ケーブルに張力がかかっている場合は、半径 2 インチ未満に曲げないでください。

18
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この項では、次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• SFP+ ト ランシーバへのケーブルの取り付け（3-5 ページ）

• SFP+ ト ランシーバからのケーブルの取り外し（3-5 ページ）

SFP+ ト ランシーバからのケーブルの取り外し

注意 ト ランシーバからケーブルを引き抜く と きは、ケーブルのコネク タ部分を持って ください。コネ
ク タの光ファ イバ ケーブル端子が損傷する こ とがあるので、ジャケッ ト  ス リーブを持って引っ
張らないでください。

注意 ケーブルが抜けにくい場合は、ケーブルのラ ッチが外れているかど うか確認して ください。

ケーブルを取り外すには、次の手順を実行します。

ステップ 1 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 ケーブルの リ リース  ラ ッチを押し、コネク タの接続部付近をつかんで、コネク タを ト ランシーバ
からゆっ く り引き抜きます。

ステップ 3 ダス ト  プラグを、ト ランシーバのケーブル側に差し込みます。

ステップ 4 ダス ト  プラグを、ケーブル端に差し込みます。

SFP+ ト ランシーバへのケーブルの取り付け

注意 ケーブルやト ランシーバの破損を防止するため、ト ランシーバへのケーブルの取り付けは、ト ラ
ンシーバをポート に設置してから行って ください。

ト ランシーバにケーブルを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 ケーブルのコネク タのダス ト  カバーを外します。

ステップ 3 ト ランシーバのケーブル側のダス ト  カバーを外します。

ステップ 4 ケーブル コネク タを ト ランシーバに合わせ、しっか りはまるまでコネク タを ト ランシーバに差
し込みます。

注意 ケーブルが取り付けにくい場合、ケーブルの向きを確認して ください。

接続の確認手順については、『Cisco Nexus 2000 Series Fabric Extender Software Configuration 
Guide』を参照して ください。
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SFP+ ト ランシーバおよびケーブルのメンテナンス

高精度の信号を維持し、コネク タの損傷を防ぐためには、SFP+ ト ランシーバを常に埃のない清
潔な状態に保つ必要があ り ます。減衰（光損失）は汚れによって増加します。減衰量は 0.35 dB 未
満でなければな り ません。

メ ンテナンスの際には、次の注意事項に従って ください。

• SFP+ ト ランシーバは静電気に敏感です。静電破壊を防止するために、シャーシに接続してい
る静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用して ください。

• ト ランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けおよ
び取り外しを頻繁に行う と、耐用年数が短くな り ます。

• 未使用の光接続端子には、必ずカバーを取り付けて ください。埃が付着した場合には、埃に
よって光ファ イバ ケーブルの先端が傷つかないよ うに、使用前に清掃して ください。

• 指紋などで汚れる こ とがあるので、コネク タの先端には手を触れないでください。

• 定期的に清掃して ください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異な り ます。また、埃が
付着した り、誤って手を触れた場合には、コネク タを清掃して ください。ウェ ッ ト  ク リーニ
ングやド ラ イ  ク リーニングが効果的です。設置場所の光ファ イバ接続清掃手順に従って く
ださい。

• 埃が付着していないこ と、および損傷していないこ とを定期的に確認して ください。損傷し
ている可能性がある場合には、清掃後に顕微鏡を使用してファ イバの先端を調べ、損傷して
いるかど うかを確認して ください。
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キャビネッ トおよびラックへの設置

この付録では、キャビネッ トおよびラ ッ クへの設置の要件について説明します。内容は次のとお
りです。

• キャビネッ トおよびラ ッ クの要件（A-1 ページ）

• ケーブル管理の注意事項（A-3 ページ）

キャビネッ トおよびラックの要件
こ こでは、周囲温度が 0 ～ 104°F（0 ～ 40°C）である と想定し、次のキャビネッ トおよびラ ッ クに
設置する場合の要件を示します。

• 標準穴あき型キャビネッ ト

• ルーフ  ファン  ト レイ（下から上への冷却用）付きの 1 枚壁型キャビネッ ト

• 標準オープンラ ッ ク

（注） 閉鎖型キャビネッ ト に設置する場合には、標準穴あき型またはファン  ト レイ付き1枚壁型の温度
調節タイプを使用する こ と を推奨します。

（注） 障害物（電源ス ト リ ップなど）がある と現場交換可能ユニッ ト （FRU）へのアクセスに支障が発生
する可能性があるため、障害物のないラ ッ クを使用して ください。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

• キャビネッ トおよびラ ッ クの一般的な要件（A-2 ページ）

• 穴あき型キャビネッ ト の要件（A-2 ページ）

• 標準オープンラ ッ クの要件（A-3 ページ）
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キャビネッ トおよびラックの一般的な要件

キャビネッ ト またはラ ッ クは、次のいずれかのタイプである必要があ り ます。

• 標準 19 インチ（48.3 cm）（ANSI/EIA-310-D-1992 のセクシ ョ ン  1 に基づく英国ユニバーサル 
ピッチの規格に準拠しているマウン ト  レール付き  4 支柱 EIA キャビネッ ト またはラ ッ ク）。
「穴あき型キャビネッ ト の要件」セクシ ョ ン（A-2 ページ）を参照して ください。

また、キャビネッ ト またはラ ッ クは、次の要件を満たしている必要があ り ます。

• Cisco Nexus 2000 シ リーズ FEX シャーシまたは Cisco Nexus 2300 シ リーズ FEX シャーシあ
た りの縦方向の最小ラ ッ ク  スペースは 1 RU（ラ ッ ク  ユニッ ト ）、つま り、1.75 インチ（4.4 cm）
にする必要があ り ます。

• 装置の背面をラ ッ クに取り付けない場合、2 本のラ ッ ク取り付けレールの間の幅が、17.75 イ
ンチ（45.0 cm）以上である こ と。4 支柱 EIA ラ ッ クの場合は、この測定値が 2 本のポート側排
気レール間の距離にな り ます。

• 4 支柱 EIA キャビネッ ト （穴あき型または一枚壁型）の要件は次のとおりです。

– 光ファ イバ ケーブルの最小曲げ半径を確保するためには、ポー ト側排気扉とキャビネッ
ト のポート側排気取り付けレールの間に 3 インチ（7.6 cm）以上のスペースが必要です。

– 背面ブラケッ ト を取り付けられるよ うに、ポー ト側排気取り付けレールの外面と後方取
り付けレールの外面の距離が 23.0 ～ 30.0 インチ（58.4 ～ 76.2 cm）となっている必要があ
り ます。

– シャーシ側面とキャビネッ ト側面の間には、2.5 インチ（6.4 cm）以上の間隔が必要です。
シャーシの吸気口または排気口の通気を妨げるよ う なものは除去して ください。

（注） キャビネッ ト でオプシ ョ ンのジャンパ電源コードが使用できます。「ジャンパ電源コー
ド」セクシ ョ ン（C-9 ページ）を参照して ください。

穴あき型キャビネッ トの要件

穴あき型キャビネッ ト とは、ポート側排気扉と背面扉が穴あき型で、側面が閉鎖型（穴なし）である
キャビネッ ト を指しています。穴あき型キャビネッ トは、「キャビネッ トおよびラ ッ クの一般的な
要件」セクシ ョ ン（A-2 ページ）に示した要件のほかに、次の要件も満たしている必要があ り ます。

• ポート側排気扉および背面扉の全体に穴があ り、60 % 以上穴が開いている こ と。扉の高さの 
1 RU あた り  15 平方インチ（96.774 平方 cm）以上開口部がある こ と。

• キャビネッ ト の上面にも開口部があ り、20% 以上穴が開いている こ と。

• 冷却が促進されるよ うに、キャビネッ ト の床面は開放型か穴あき型である こ と。

Cisco R シ リーズ ラ ッ クは、これらの要件に適合しています。
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    ケーブル管理の注意事項

標準オープンラックの要件

オープンラ ッ ク（サイ ドパネルまたは扉が付いていないもの）にシャーシを設置する場合には、
「キャビネッ トおよびラ ッ クの一般的な要件」セクシ ョ ン（A-2 ページ） に示した要件のほか、ラ ッ
クが次の要件を満たしている こ と を確認して ください。

• 各シャーシについて、最低限、縦方向に 2 ラ ッ クユニッ ト （RU）、つま り  3.47 インチ（8.8 cm）
のスペースがある こ と。

• 隣接するシャーシ間の間隔が 6 インチ（15.2 cm）以上あ り、シャーシの通気口と壁面との間
に最低 2.5 インチ（6.4 cm）の隙間がある こ と。

ケーブル管理の注意事項
ケーブル管理を考慮し、ラ ッ ク内のシャーシの上下のスペースを広げて、56 本もの光ファ イバ 
ケーブルまたは銅ケーブルを簡単にラ ッ クに通せるよ うにする こ と もできます。
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B
技術仕様

この付録では、Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダ（FEX）の技術仕様について説明します。
内容は次のとおりです。

• 電源仕様（B-1 ページ）

• 環境仕様（B-5 ページ）

• 物理的仕様（B-5 ページ）

• ト ランシーバの仕様（B-7 ページ）

• エアーフロー最適化アクセサ リ （B-7 ページ）

（注） ケーブルおよびコネク タの仕様については、付録 C「ケーブルおよびポート の仕様」を参照して
ください。

電源仕様
こ こでは、Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダの電源仕様について説明します。

電源はケーブルで基板に取り付けられたコネク タを通してシステムに直接接続されます。各電
源モジュールの基板上にコネク タが 1 個ずつあ り ます。AC 入力は、電源のポート側排気パネル
に取り付けられた IEC コネク タを経由します。表 B-1 に、FEX 電源の仕様を示します。
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    電源仕様

表 B-1 Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダの電源仕様

Cisco Nexus 
フ ァブリ ッ ク  
エクステンダ

電源モジュール

N2K-PAC-200W N2200-PAC-400W
（ブルー）

N2200-PAC-400W-B
（レ ッ ド）

N2200-PDC-400W
（ブルー）

N2200-PDC-350W-B

NXA-PHV-500W（ブルー）

NXA-PHV-500W-B
（レ ッ ド）

FEX Cisco Nexus 2148T Cisco Nexus 2332TQ、
2348TQ、2348TQ-E、およ
び 2348UPQ、Cisco Nexus 
2248TP-E、2248TP、
2232PP、2224TP、2248PQ、
2232TM、2232TM-E

Cisco Nexus 2332TQ、
2348TQ、2348TQ-E、およ
び 2348UPQ、Cisco Nexus 
2248TP-E、2248TP、
2232PP、2224TP、
2248PQ、2232TM、
2232TM-E

（注） 2232TM および 
2232TM-E は 
N2200-PDC-350
W-B をサポート
していません

Cisco Nexus 2332TQ、
2348TQ、および 
2348UPQ、Cisco Nexus 
2248TP-E、2248TP、
2232PP、2232TM、
2232TM-E

標準および
最大入力動
作電力

165 W 190 W @ 30 m、最大 250 W（Cisco Nexus 2332TQ）

280 W @ 30 m、最大 350 W（Cisco Nexus 2348TQ および 2348TQ-E）

125 W、最大 200 W（Cisco Nexus 2348UPQ）

110 W、最大 130 W（Cisco Nexus 2248TP-E および 2248TP）

270 W（Cisco Nexus 2232PP）

85 W、最大 100 W（Cisco Nexus 2224TP）

350 W、最大 386 W（Cisco Nexus 2232TM）

最大出力電力 200 W 400 W 400 W、350 W 500W

入力電圧 90 ～ 264 VAC 90 ～ 264 VAC -40 ～ -72 VDC 192 ～ 400 VDC、
90 ～ 295 VAC

周波数 50 ～ 60 Hz 50 ～ 60 Hz 該当なし 50 ～ 60 Hz
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    電源仕様

入力電流 1.5 A/2.2 A*（通常/
最大）

* この入力電流は 
110 V の場合で
す。220 V の場合
は 2 で割った値に
な り ます。

Cisco Nexus 2332TQ：
1.4 A/2.3 A*（通常/最大）

Cisco Nexus 2348TQ およ
び 2348TQ-E：
2.5 A/3.2 A*（通常/最大）

Cisco Nexus 2348UPQ：
1.2 A/1.8 A*（通常/最大）

Cisco Nexus 2248TP-E お
よび 2248TP：
1.0 A/1.2 A*（通常/最大）

Cisco Nexus 2232PP： 
2.5 A*（通常）

Cisco Nexus 2224TP：
0.7 A/0.9 A*（通常/最大）

Cisco Nexus 2232TM
3.2 A/3.5 A*（通常/最大）

* この入力電流は 110 V の
場合です。220 V の場合は 
2 で割った値にな り ます。

Cisco Nexus 2332TQ：
3.8 A/6.2 A*（通常/最大）

Cisco Nexus 2348TQ お
よび 2348TQ-E：
7.0 A/8.7 A*（通常/最大）

Cisco Nexus 2348UPQ：
3.1 A/5.0 A*（通常/最大）

Cisco Nexus 2248TP-E お
よび 2248TP：
2.8 A/3.3 A*（通常/最大）

Cisco Nexus 2232PP： 
7.0 A*（通常）

Cisco Nexus 2224TP：
2.1 A/2.5 A*（通常/最大）

Cisco Nexus 2232TM
8.8 A/9.6 A*（通常/最大）

*この入力電流は 
-40 VDC の場合です。

Cisco Nexus 2332TQ：
0.6 A/1.1 A*（通常/最大）

Cisco Nexus 2348TQ：
1.2 A/1.5 A*（通常/最大）

Cisco Nexus 2348UPQ：
0.5 A/0.8 A*（通常/最大）

Cisco Nexus 2248TP-E お
よび 2248TP：
0.5 A/0.6 A*（通常/最大）

Cisco Nexus 2232PP： 
1.2 A*（通常）

Cisco Nexus 2224TP：
0.4 A/0.4 A*（通常/最大）

Cisco Nexus 2232TM
1.4A/1.6 A*（通常/最大）

*この入力電流は 
240 VDC および 277 VAC 
の場合です。380 VDC の
場合は 1.6 で割った数値
とな り ます。

効率 84 %（通常） 88 ～ 92 %（負荷 
50 ～ 100 %）

85 ～ 88 %（負荷 
50 ～ 100 %）

91 ～ 94 %（負荷 
50 ～ 100 %）

RoHS 準拠 RoHS-5 準拠 RoHS-6 準拠 RoHS-6 準拠 RoHS-6 準拠

ホッ ト  スワ ッ
プ可能 

Yes Yes Yes Yes

表 B-1 Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダの電源仕様（続き）

Cisco Nexus 
フ ァブリ ッ ク  
エクステンダ

電源モジュール

N2K-PAC-200W N2200-PAC-400W
（ブルー）

N2200-PAC-400W-B
（レ ッ ド）

N2200-PDC-400W
（ブルー）

N2200-PDC-350W-B

NXA-PHV-500W（ブルー）

NXA-PHV-500W-B
（レ ッ ド）
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熱放散 560/680 BTU/時
（通常/最大）

Cisco Nexus 2332TQ：
510/850 BTU/時（通常/最大）

Cisco Nexus 2348TQ および 2348TQ-E：
952/1190 BTU/時（通常/最大）

Cisco Nexus 2348UPQ：
425/680 BTU/時（通常/最大）

Cisco Nexus 2248TP-E および 2248TP：
374/442 BTU/時（通常/最大）

Cisco Nexus 2232PP： 
918 BTU/時（通常）

Cisco Nexus 2224TP：
289/340 BTU/時（通常/最大）

Cisco Nexus 2232TM：
1190/1312 BTU/時（通常/最大）

電源コード
定格

3 A@100 Vin、
1.5 A@240 Vin

6 A@100 Vin、
3 A@240 Vin

15 A@-48 Vin、8 A@-60 
Vin 

4 A @ 240 Vin および 
277 Vin、3 A@ 380 Vin

立方インチ 51 インチ^3 39 インチ^3 39 インチ^3 39 インチ^3

電力密度 3.9 W/インチ^3 10.2 W/インチ^3 10.2 W/インチ^3 10.2 W/インチ^3

動作温度 50°C 50°C 50°C 50°C

冷却 電源モジュール冷
却用の内部ファン

電源モジュール冷却用の
内部ファン

電源モジュール冷却用の
内部ファン

電源モジュール冷却用の
内部ファン

入力コネクタ 電源モジュール前
面の AC コネクタ

電源モジュール前面の AC 
コネクタ

電源モジュール前面の 
DC コネクタ

電源モジュール前面の 
HVAC + HVDC コネク タ

出力コネクタ 背面の DC 出力コ
ネク タ

背面の DC 出力コネクタ 背面の DC 出力コネクタ 背面の DC 出力コネク タ

電源のインジ
ケータ

電源の状態：グ
リーンは電源が動
作可能である こ と
を示し、レ ッ ドは
障害を示します。

AC インジケー
タ：濃いグ リーン
は、AC 電力が供
給されていて、電
源の仕様の範囲内
である こ と を示し
ます。

電源の状態：グ リーンは
電源が動作可能である こ
と を示し、オレンジは障
害を示します。

AC インジケータ：濃いグ
リーンは、AC 電力が供給
されていて、電源の仕様
の範囲内である こ と を示
します。

電源の状態：グ リーンは
電源が動作可能である
こ と を示し、オレンジは
障害を示します。

電源の状態：グ リーンは
電源が動作可能である こ
と を示し、オレンジは障
害を示します。

表 B-1 Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダの電源仕様（続き）

Cisco Nexus 
フ ァブリ ッ ク  
エクステンダ

電源モジュール

N2K-PAC-200W N2200-PAC-400W
（ブルー）

N2200-PAC-400W-B
（レ ッ ド）

N2200-PDC-400W
（ブルー）

N2200-PDC-350W-B

NXA-PHV-500W（ブルー）

NXA-PHV-500W-B
（レ ッ ド）
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環境仕様
表 B-2 に、FEX の環境仕様を示します。

Cisco Nexus 2332TQ、2348TQ、2348TQ-E、2348UPQ、2232PP、2232TM、および 2248TP-ETP FEX 
は、水平または垂直のラ ッ クマウン ト構成で動作できます。

物理的仕様
表 B-3 に、Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダの寸法と重量を示します。

表 B-2 Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダの環境仕様

説明 仕様

動作時温度 32 ～ 104°F（0 ～ 40°C）
32 ～ 131°F（0 ～ 55°C）、Cisco Nexus 2348TQ、2348TQ-E、および 
2348UPQ の場合

非動作時温度 –4 ～ 158°F（–20 ～ 70°C）
-40 ～ 158°F（-40 ～ 70°C）、Cisco Nexus 2348TQ、2348TQ-E、およ
び 2348UPQ の場合

湿度（RH）、結露なし  5 ～ 95%

高度 0 ～ 10000 フ ィー ト （0 ～ 3000 m）

表 B-3 Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダを設置する場合の物理仕様

Cisco Nexus ファブリ ッ ク  エ
クステンダ

外形寸法（高さ  x 幅 x 奥行）1

重量2インチ cm

Cisco Nexus 2332TQ シャーシ 1.72 X 17.3 X 14.05 イ
ンチ 

4.37 X 43.94 X 35.69 cm 15.0 ポンド
（6.8 kg）

電源モジュール
ファン  ト レイ

—
—

—
—

2.2 ポンド
（1.0 kg）
1.4 ポンド
（0.6 kg）

Cisco Nexus 2348TQ シャーシ 1.72 X 17.3 X 17.07 イ
ンチ 

4.37 X 43.94 X 43.36 cm 17.0 ポンド
（7.7 kg）

電源モジュール
ファン  ト レイ

—
—

—
—

2.2 ポンド
（1.0 kg）
1.4 ポンド
（0.6 kg）

Cisco Nexus 2348TQ-E 
シャーシ

1.72 X 17.3 X 17.07 イ
ンチ 

4.37 X 43.94 X 43.36 cm 17.0 ポンド
（7.7 kg）

電源モジュール
ファン  ト レイ

—
—

—
—

2.2 ポンド
（1.0 kg）
1.4 ポンド
（0.6 kg）
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    物理的仕様

Cisco Nexus 2348UPQ 
シャーシ

1.72 X 17.3 X 14.05 イ
ンチ 

4.37 X 43.94 X 35.69 cm 15.5 ポンド
（7.0 kg）

電源モジュール
ファン  ト レイ

—
—

—
—

2.2 ポンド
（1.0 kg）
1.4 ポンド
（0.6 kg）

Cisco Nexus 2248TP-E 
シャーシ

4.37 X 43.94 X 44.96 
cm 

4.37 X 43.94 X 44.96 cm 17.7 ポンド
（8.03 kg）

電源モジュール
ファン  ト レイ

—
—

—
—

2.2 ポンド
（1.0 kg）
1.4 ポンド
（0.6 kg）

Cisco Nexus 2248TP シャーシ 4.37 X 43.94 X 44.96 
cm 

4.37 X 43.94 X 44.96 cm 17.7 ポンド
（8.03 kg）

電源モジュール
ファン  ト レイ

—
—

—
—

2.2 ポンド
（1.0 kg）
1.4 ポンド
（0.6 kg）

Cisco Nexus 2248PQ シャーシ 4.37 X 43.94 X 44.96 
cm 

4.37 X 43.94 X 44.96 cm 8.0 kg（17.5 ポ
ンド）

電源モジュール
ファン  ト レイ

—
—

—
—

2.2 ポンド
（1.0 kg）
1.8 ポンド
（0.8 kg）

Cisco Nexus 2232PP シャーシ 4.37 X 43.94 X 44.96 
cm 

4.37 X 43.94 X 44.96 cm 18.3 ポンド
（8.3 kg）

電源モジュール
ファン  ト レイ

—
—

—
—

2.2 ポンド
（1.0 kg）
1.8 ポンド
（0.8 kg）

Cisco Nexus 2224TP シャーシ 4.37 X 43.94 X 
44.96 cm 

4.37 X 43.94 X 44.96 cm 16.6 ポンド
（1.0 kg）

電源モジュール
ファン  ト レイ

—
—

—
—

2.2 ポンド
（1.0 kg）
1.4 ポンド
（0.6 kg）

Cisco Nexus 2148T シャーシ 4.37 X 43.94 X 50.8 cm 4.37 X 43.94 X 50.8 cm 18.0 ポンド
（8.2 kg）

電源モジュール
ファン  ト レイ

—
—

—
—

1.5 ポンド
（0.7 kg）
1.5 ポンド
（0.7 kg）

表 B-3 Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダを設置する場合の物理仕様（続き）

Cisco Nexus ファブリ ッ ク  エ
クステンダ

外形寸法（高さ  x 幅 x 奥行）1

重量2インチ cm
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ト ランシーバの仕様
Cisco ト ランシーバ モジュールについては、『Cisco Transceiver Modules Datasheet』を参照して く
ださい。

エアーフロー最適化アクセサリ
こ こでは、Cisco Nexus FEX のエアーフロー最適化アクセサ リについて説明します。

Cisco Nexus エアーフロー拡張ス リーブと  Cisco Nexus エアーフロー通気口の詳細については、
表 B-4 を参照して ください。

Cisco Nexus 2232TM シャーシ 4.37 X 43.94 X 
44.96 cm

4.37 X 43.94 X 44.96 cm 18.5 ポンド
（8.4 kg）

電源モジュール
ファン  ト レイ

—
—

—
—

2.2 ポンド
（1.0 kg）
1.8 ポンド
（0.8 kg）

1. 寸法は、保守スペース要件を示すために、シャーシのラ ッ ク  サイズの寸法のみを示します。

2. 設置するスイ ッチの全体重量は、シャーシ、電源、およびファン  ト レイの重量を加算したものです。FEX に 2 つの電
源が取り付けられている場合は、電源の重量を倍にするこ と を忘れないでください。

表 B-3 Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダを設置する場合の物理仕様（続き）

Cisco Nexus ファブリ ッ ク  エ
クステンダ

外形寸法（高さ  x 幅 x 奥行）1

重量2インチ cm

表 B-4 エアーフロー最適化アクセサリ

アクセサリ エアーフロー拡張スリーブ エアーフロー通気口

PID NXA-AIRFLOW-SLV（2200 シ リーズ）
NXA-AIRFLOW-SLV-E（2300 シ リーズ）

NXA-ACC-KIT-BAV（Cisco Nexus 
2348UPQ 以外のすべてのモデルに
適用）

名前 Cisco Nexus エアーフロー拡張ス リーブ Cisco Nexus エアーフロー通気口

説明 ラ ッ ク背面のポート側排気で導入した
場合に、シャーシの電源側から ラ ッ ク
の排気側までエアフロー ス リーブを
通してエアーフローを最適化します。

ラ ッ ク上部のポート側吸気で導入し
た場合に、エアーフローを最適化しま
す。エアーフロー通気口は、FEX ポー
ト側の上部排気口に取り付ける金属
カバーとエアーフロー通気口用のス
ナップ方式の穴のある取り付けレー
ルで構成されます。

寸法 

（高さ  × 幅 × 奥
行き）

1.72 インチ（1RU） x 17.3 インチ x 
8.5 インチ（完全に縮んだ状態）* また
は 12.9 インチ（完全に伸びた状態）*

* FEX の調整可能な奥行き、26 ～ 30 イ
ンチの範囲

通気口カバーは、ハード ウェア取り付
けキッ ト に含まれており、そのサイズ
は 0.42 x 17.53 x 2.56 インチで、シャー
シ全体のフォーム  ファ ク タにほとん
ど影響を与えません。

重量 5.7 ポンド または 2.6 kg 0.42 ポンド または 0.19 kg

http://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/interfaces-modules/transceiver-modules/data_sheet_c78-455693.html
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ケーブルおよびポートの仕様

この付録では、ファブ リ ッ ク  エクステンダ（FEX）のケーブルとポート の仕様について説明しま
す。内容は次のとおりです。

• サポート される電源コード とプラグ（C-1 ページ）

• ジャンパ電源コード（C-9 ページ）

サポート される電源コード とプラグ
各電源装置には個別の電源コードがあ り ます。標準の電源コード またはジャンパ電源コードは、
IEC 60320 C19 コンセン ト のある配電ユニッ トへの接続に使用できます。キャビネッ ト用のジャ
ンパ電源コードは、標準の電源コードの代わりにオプシ ョ ン と して使用できます。

電源コード

標準の電源コードには、装置との接続側に IEC C19 コネク タが付いています。オプシ ョ ンのジャ
ンパ電源コードには、装置との接続側に IEC C19 コネク タ、IEC C19 コンセン ト との接続側に 
IEC C20 コネク タが付いています。

（注） 使用できるのは、装置に付属の標準の電源コード またはジャンパ電源コードだけです。

表 C-1 に、Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダの AC 電源コード とそれらの長さ（フ ィー ト単
位と メー トル単位）を示します。

表 C-1 Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダの AC 電源コード

説明

長さ

電源コードの参照図フ ィート メートル

SFS-250V-10A-AR
電源コード、250 VAC 10 A IRAM 2073 プラグ  
アルゼンチン 

8.2 2.5 図 C-1

CAB-9K10A-AU
250 VAC 10 A 3112 プラグ  
オース ト ラ リ ア  

8.2 2.5 図 C-2
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SFS-250V-10A-CN
電源コード、250 VAC 10 A GB 2009 プラグ
中国

8.2 2.5 図 C-3

CAB-9K10A-EU
電源コード、250 VAC 10 A M 2511 プラグ
欧州

8.2 2.5 図 C-4

SFS-250V-10A-ID
電源コード、250 VAC 16A EL-208 プラグ
南アフ リ カ、アラブ首長国連邦、イン ド

8.2 2.5 図 C-5

SFS-250V-10A-IS
電源コード、250 VAC 10 A SI32 プラグ  
イスラエル 

8.2 2.5 図 C-6

CAB-9K10A-IT
電源コード、250 VAC 10 A CEI 23-16 プラグ  
イ タ リ ア  

8.2 2.5 図 C-7

CAB-9K10A-SW
電源コード、250 VAC 10 A MP232 プラグ  
スイス  

8.2 2.5 図 C-8

CAB-9K10A-UK
電源コード、250 VAC 10 A BS1363 プラグ
（13 A ヒ ューズ）
英国 

8.2 2.5 図 C-9

CAB-AC-250V/13A
電源コード、250 VAC 13 A IEC60320 プラグ  
北米 

6.6 2.0 図 C-10

CAB-N5K6A-NA
電源コード、250 VAC 13 A NEMA 6-15 プラグ
北米 

8.2 2.5 図 C-11

CAB-9K12A-NA
電源コード、125 VAC 15 A NEMA 5-15 プラ
グ、北米

8.2 2.5 図 C-12

CAB-C13-CBN 
キャビネッ ト  ジャンパ電源コード、250 VAC 
16 A、C14-C13 コネク タ

2.25 0.686 図 C-13

CAB-IND-10A(=)
イン ド用 10A 電源ケーブル

8.2 2.5 図 C-14

CAB-C13-CBN 
キャビネッ ト  ジャンパ電源コード、250 VAC 
16 A、C14-C13 コネク タ

2.25 0.686 図 C-15

CAB-C13-C14-JMPR
キャビネッ ト  ジャンパ電源コード、250 VAC 
13 A、C14-C15 コネク タ

2.2 0.7 図 C-16

表 C-1 Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダの AC 電源コード（続き）

説明

長さ

電源コードの参照図フ ィート メートル
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図 C-1 SFS-250V-10A-AR

図 C-2 CAB-9K10A-AU

CAB-C13-C14-2M(=)
電源コード  ジャンパ、C13-C14 コネク タ、長さ  
2 m

6.6 2.0

CAB-C13-C14-AC(=)
電源コード  ジャンパ、C13-C14 コネク タ、長さ  
3 m

3.0

表 C-1 Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダの AC 電源コード（続き）

説明

長さ

電源コードの参照図フ ィート メートル

18
65

71

 2500 mm

Cordset rating: 10 A, 250/500 V MAX
Length: 8.2 ft

Plug:
EL 219

(IRAM 2073) Connector:
EL 701

 (IEC60320/C13)

Plug:
EL 206

A.S. 3112-2000)

Cordset rating: 10 A, 250 V/500V
Length: 2500mm

18
65

81

Connector:
EL 701C

(IEC 60320/C15)
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図 C-3 SFS-250V-10A-CN

図 C-4 CAB-9K10A-EU

図 C-5 SFS-250V-10A-ID

Cordset rating 10A, 250V
(2500 mm) 

 

Plug:
EL 218

(CCEE GB2009)

18
65

73

Connector:
EL 701

 (IEC60320/C13)

Connector:
VSCC15

Cordset rating: 10A/16 A, 250 V
Length: 8 ft 2 in. (2.5 m)Plug:

M2511

18
65

76

O
VE

Cordset rating 16A, 250V
(2500mm)

Plug:
EL 208

18
74

90

Connector:
EL 701
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図 C-6 SFS-250V-10A-IS

図 C-7 CAB-9K10A-IT

図 C-8 CAB-9K10A-SW

Cordset rating 10A, 250V/500V MAX
(2500 mm) 

 

Plug:
EL 212
(SI-32)

18
65

74

Connector:
EL 701B

 (IEC60320/C13)

EL-212
16A
250V

Plug: 
I/3G

(CEI 23-16)

Connector
 C15M

(EN60320/C15 )

Cordset rating: 10 A, 250 V
Length: 8 ft 2 in. (2.5 m)

18
65

75

Plug:
MP232-R

Cordset rating: 10 A, 250 V
Length: 8 ft. 2 in (2.5 m)

18
65

78

Connector:
IEC 60320 C15
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図 C-9 CAB-9K10A-UK

図 C-10 CAB-AC-250V/13A

図 C-11 CAB-N5K6A-NA

Plug:

Cordset rating: 10 A, 250 V/500 V MAX
Length: 2500mm

18
65

80

Connector:
EL 701C

(EN 60320/C15)EL 210
(BS 1363A) 13 AMP fuse

Cordset rating 13A, 250V
(6.6 feet) (79±2m) 

 

Plug:
EL312MoldedTwistlock

(NEMA L6-20)

18
65

68

Connector:
EL 701

 (IEC60320/C13)

Cordset rating: 10 A, 250 V
Length: 8.2 ft

18
65

70

Plug: NEMA 6-15P

Connector:
IEC60320/C13



 

C-7
Cisco Nexus 2000 シリーズ ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイ ド

 

付録 C      ケーブルおよびポートの仕様
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図 C-12 CAB-9K12A-NA

図 C-13 CAB-C13-CBN

図 C-14 CAB-IND-10A

Connector:
IEC60320/C15

Cordset rating 13A, 125V
(8.2 feet) (2.5m) 

 

Plug:
NEMA 5-15P

19
22

60

Cordset rating 10A, 250V
(686mm) 

Plug:
SS10A

18
65

69
 

Connector:
HS10S

Connector
EL701B (IEC60320/C13)

Cordset rating 10A, 250V
(8.2 feet) (2.5m) 

 

Plug:
EL 208B (IS 6538-1971)

19
22

59
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図 C-15 CAB-C13-CBN

表 C-2 に、Cisco Nexus 2232TM の AC 電源コードを示します。

Connector: 
HS 10S

Cordset rating: 10 A,125-250 V
Length: 686 mm

Plug:
SS10A

19
25

32

表 C-2 Cisco Nexus 2232TM の AC 電源コード

電源コード 説明

CAB-3KX-AC= 北米向け AC 電源コード

CAB-3KX-AC-AP= オース ト ラ リ ア向け AC 電源コード

CAB-3KX-AC-AR= アルゼンチン向け AC 電源コード  

CAB-3KX-AC-SW= スイス向け AC 電源コード

CAB-3KX-AC-UK= イギ リ ス向け AC 電源カード

CAB-3KX-AC-JP= 日本向け AC 電源コード

CAB-3KX-AC-EU= ヨーロ ッパ向け AC 電源コード

CAB-3KX-AC-IT= イ タ リ ア向け AC 電源コード

CAB-3KX-AC-IN= イン ド向け AC 電源コード

CAB-3KX-AC-CN= 中国向け AC 電源コード

CAB-3KX-AC-DN= デンマーク向け AC 電源コード

CAB-3KX-AC-IS= イスラエル向け AC 電源コード
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    ジャンパ電源コード

表 C-3 に、HVAC/HVDC 電源モジュール（NXA-PHV-500W と  NXA-PHV-500W-B）用の電源ケーブ
ルを示します。

ジャンパ電源コード
図 C-16 に、Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダ用のオプシ ョ ン  ジャンパ電源コードのプラ
グ  コネク タを示します。プラグは Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダの電源に差し込み、コ
ネク タはキャビネッ ト の PDU のコンセン ト に差し込みます。

図 C-16 CAB-C13-C14-JMPR、ジャンパ電源コード  

表 C-3 HVAC/HVDC 電源モジュールの電源ケーブルの仕様

電源の種類 電源コード 説明

HVAC CAB-HVAC-SD-0.6M 2 フ ィー ト （0.6 m）のケーブルと  Saf-D-Grid および SD コネ
ク タ（LS-25 ス ト レー ト ）

HVAC CAB-HVAC-C14-2M 6.6 フ ィー ト （2.0 m）のケーブルと  Saf-D-Grid および C14 
コネク タ（最大 240 V 使用）

HVAC CAB-HVAC-RT-0.6M 2 フ ィー ト （0.6 m）のケーブルと  Saf-D-Grid および RT コネ
ク タ（LS-25 直角）

HVDC CAB-HVDC-3T-2M 6.6 フ ィー ト （2.0 m）のケーブルと  Saf-D-Grid および 3 つの
端子コネク タ  

Cordset rating 10A, 250V
(686mm) 

Plug:
SS10A

18
65

69
 

Connector:
HS10S
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D
ハードウェア コンポーネン トのト ラブル
シューティング

この章では、Cisco Nexus 2000 シ リーズ ファブ リ ッ ク  エクステンダ（FEX）または Cisco Nexus 
2300 シ リーズ FEX のハード ウェア  コンポーネン ト で起こ り得る問題を特定して解決する方法
について説明します。内容は次のとおりです。

• 概要（D-1 ページ）

• SNMP ト ラ ップ（D-1 ページ）

• 装置ハード ウェアに関する注意事項（D-2 ページ）

• カスタマーサービスへのお問い合わせ（D-3 ページ）

概要
システム  ハード ウェアの ト ラブルシューテ ィ ングの成功の秘訣は、問題を特定のシステム  コン
ポーネン ト のレベルまで切り分ける こ とです。最初に、システムで行われている こ と とシステム
で行われるべき こ と を比較します。起動の問題はたいてい 1 つのコンポーネン ト に原因がある
ため、システムの 1 つ 1 つのコンポーネン ト の ト ラブルシューテ ィ ングを行う よ り、問題をサブ
システムのレベルまで切り分ける方が効率的です。

最初の電源投入に関する問題は、多くの場合、モジュールがバッ クプレーンにしっかり接続され
ていない、あるいは、電源モジュールが電源コード  コネク タから外れている こ とが原因で発生し
ます。

また、過熱が原因でシステムに問題が発生する こ と もあ り ますが、通常はシステムが長時間動作
した後で発生します。最も一般的な過熱の原因は、ファン  ト レイの障害です。

SNMP ト ラップ
SNMP ト ラ ップを設定すれば、ファン、電源モジュール、温度設定を監視した り、Call Home アプ
リ ケーシ ョ ンをテス ト した りできます。SNMP ト ラ ップを設定するには、次のコマン ドを使用し
ます。

• test pfmtest-SNMP-trap fan

• test pfmtest-SNMP-trap power supply

• test pfmtest-SNMP-trap temp-sensor
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装置ハードウェアに関する注意事項
装置の設置、初期化、動作が適切に行われるよ うに、このセクシ ョ ンの推奨事項に従って くださ
い。この項では、次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• インス トール（D-2 ページ）

• 初期化（D-2 ページ）

• 装置の操作（D-2 ページ）

インストール

装置を設置する際は、次のベス ト  プラ クテ ィ スに従って ください。

• シャーシを取り付ける前に、設置場所を検討して準備します。

• シャーシ構成に適切な電源とファン  ト レイがある こ と を確認します。シャーシご とに、すべ
てのモジュールのエアーフロー方向が同じになっている必要があ り ます。すべてのモジュー
ルが前面から背面へのエアーフロー（前面に黒色のス ト ラ イプなし）か、すべてのモジュール
が背面から前面へのエアーフロー（前面に黒色のス ト ラ イプあ り ）のどちらかにな り ます。同
じシャーシ内にエアーフロー方向が異なるモジュールが存在する場合は、エラー メ ッセー
ジが表示されます。

• このマニュアルのラ ッ ク とエアーフローの注意事項に従ってシャーシを設置します。

• シャーシと  DC 電源が適切に接地されている こ と を確認します。

初期化

初期システム  ブート が完了したら、次のこ とを確認します。

• 電源モジュールがシステムに電力を供給している。

• ファン  モジュールが正常に動作している。

• システム  ソフ ト ウェアが正常に起動している。システム と初期設定タス クの起動方法につ
いては、『Cisco Nexus 2000 Series Fabric Extender Software Configuration Guide』を参照して く
ださい。

装置の操作

装置が正常に動作するよ うに、次の措置を講じます。

• 安全なバッ クアップのために、実行コンフ ィギュレーシ ョ ンをコンパク ト フラ ッシュ  カー
ドにコピーしておきます。

• 実行コンフ ィギュレーシ ョ ンを修正したあとは、常に copy running-config startup-config コ
マン ドを入力して、システムが適切に動作するよ うにします。

• 実行コンフ ィギュレーシ ョ ン、スター ト アップ コンフ ィギュレーシ ョ ン、ブー ト フラ ッシュ
に格納されているファ イルが失われる こ と を認識している場合を除き、init system コマン ド
は絶対に使用しないでください。

• 実行キッ ク スター ト  イ メージおよびシステム  イ メージのバッ クアップ コピーをコンパク
ト フラ ッシュ  カードに保存しておきます。
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カスタマーサービスへのお問い合わせ
この章で説明されている ト ラブルシューテ ィ ングの手順を行っても起動に関する問題を解決で
きない場合は、カスタマーサービス担当者に連絡して、サポートや詳細な手順の説明を依頼して
ください。担当者ができる限りすばやいサポート を行えるよ うに、連絡する前に次の情報を用意
して ください。

• 装置の納品日

• シャーシのシ リ アル番号（シャーシの背面パネルの右側にある ラベルに記載されています）

• ソフ ト ウェアの種類と リ リース番号

• メ ンテナンス契約書または保証情報

• 問題点の要約

• 問題を切り分けし解決するために、すでに実行している手順の要約

シスコ  テクニカル サポートに問い合わせるには、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tsd-cisco-worldwide-contacts.html にアクセスして ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tsd-cisco-worldwide-contacts.html
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E
LED

この付録では、Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダ（FEX）のシャーシ LED とモジュール 
LED が示す状態について説明します。

この付録は、次の項で構成されています。

• Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダのシャーシおよびモジュール LED（E-1 ページ）

• ポート  LED（E-4 ページ）

Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダのシャーシおよ
びモジュール LED

この項では、次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• シャーシおよびモジュール LED の説明（E-2 ページ）

• 電源ステータス（E-3 ページ）
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シャーシおよびモジュール LED の説明

表 E-1 に、Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダのシャーシ  LED の説明を示します。

表 E-1 Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダの LED

コンポーネン ト LED 状態 説明

シャーシ 
（ポー ト側排気と
背面）

ID オン
（ブルー）

シャーシがビーコン信号を受信しているこ
とを示します。

ステータス 点灯
（グ リーン）

すべての診断テス トに合格しています。モ
ジュールは動作可能です。

点滅（グ
リーン）

モジュールがコールド  ブート しているか、
または動作しているがネッ ト ワーク  イン
ターフェイス  ポートが親スイ ッチに接続さ
れていません。

消灯 モジュールに電力が供給されていません。

オン
（オレンジ）

モジュールは起動中、または診断テス ト の
実行中です。

過熱状態が発生しています。環境モニタ リ
ング中に温度のしきい値をわずかに超過し
ました。

点滅
（オレンジ）

過熱状態が発生しています。環境モニタ リ
ング中に温度のしきい値を大幅に超過しま
した。

初期リ セッ ト中にモジュールに障害が発生
した場合、LED は点滅し続け、モジュールは
オンラ インにな り ません。

モジュールにランタイム障害が発生してお
り、モジュールはオフラインになっています。

ファン と ファン  
ト レイ  
（シャーシのポー
ト側排気）

ステータス 点灯
（グ リーン）

すべての診断テス ト に合格しています。モ
ジュールは動作可能です。

消灯 モジュールに電力が供給されていません。

点灯
（オレンジ）

モジュールは起動中、または診断テス ト の
実行中です。

点滅
（オレンジ）

初期リ セッ ト中にモジュールに障害が発生
した場合、LED は点滅し続け、モジュールは
オンラ インにな り ません。

モジュールにランタイム障害が発生してお
り、モジュールはオフラインになっています。
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2 つの電源ステータスの説明については、「電源ステータス」セクシ ョ ン（E-3 ページ）を参照して
ください。

電源ステータス

こ こでは、Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダの電源 LED インジケータについて説明しま
す。表 E-2 に、Cisco Nexus 2332TQ、Cisco Nexus 2348TQ、Cisco Nexus 2348TQ-E、Cisco Nexus 
2348UPQ、Cisco Nexus 2248TP-E、Cisco Nexus 2248TP、2232PP、および2224TP の電源 LED によっ
て示されるステータスの説明を示します。表 E-3 に、Cisco Nexus 2148T の電源 LED によって示
されるステータスの説明を示します。

電源モジュール
（シャーシのポー
ト側排気）

OK（緑色） 点灯 電源モジュールはオンで、正常に動作して
います。

点滅 12 Voltage Standby（VSB）はオンになってい
ますが、電源モジュール ユニッ ト から他の
モジュールに電力が供給されていません。

消灯 電源モジュールに AC 電力が供給されてい
ません。

FAULT（オレンジ） 点灯 電源の障害、過電圧、過電流、または過熱が
発生しました。

点滅 AC が流れていて、12 VSB がオンになってい
て、電源モジュールがオフになっています。

消灯 正常に動作しています。

ポー ト  LED LED ステータスの
表示

消灯 ポートがアクティブでないか、リ ンクが接続
されていません。

点灯
（グ リーン）

ポートはアクティブです。リ ンクは接続され
ていて動作可能です。

点灯
（オレンジ）

CLI コマンドでモジュールまたはポートが
ディセーブルにされているか、モジュールが
初期化中です。

点滅
（オレンジ）

ポートに障害が発生しており、ディセーブル
になっています。

表 E-1 Cisco Nexus ファブリ ック  エクステンダの LED（続き）

コンポーネン ト LED 状態 説明

表 E-2 Cisco Nexus 2332TQ、2348TQ-E/TQ、2348UPQ、2248TP-E/TP、2232PP、および 2224TP の電
源 LED インジケータ

状態
OK LED のステータス
（グリーン）

障害 LED のステータス（オレ
ンジ）

電源モジュールに AC 電力が供給さ
れていない。

消灯 消灯

電源モジュールの障害（過電圧、過
電流、過熱、ファン障害など）。

消灯 点灯
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ポート  LED
この項では、次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• イーサネッ ト  ポート の LED（E-5 ページ）

• イーサネッ トおよびファ イバ チャネルの LED（E-5 ページ）

電源モジュールの動作が続行され
る電源モジュール警告イベン ト （高
温、高電力、ファン速度低下）。

消灯 1 回点滅

AC 電力が供給されていて、Voltage 
Standby（VSB）がオンで、電源モ
ジュール ユニッ ト がオフになって
いる。

点滅 消灯

電源モジュールはオンで、正常に動
作している。

点灯 消灯

表 E-3 Cisco Nexus 2148T の電源 LED インジケータ

状態
INPUT OK LED ステータ
ス（グリーン） OUTPUT OK LED ステータス（赤）

電源モジュールに AC 電力が供給さ
れていない。

消灯 消灯

電源モジュールの障害（過電圧、過
電流、過熱、ファン障害など）。

消灯 点灯

電源モジュールの動作が続行され
る電源モジュール警告イベン ト （高
温、高電力、ファン速度低下）。

消灯 点滅

AC が供給され、電源ユニッ ト がオ
フになっている。

点滅 消灯

電源モジュールはオンで、正常に動
作している。

点灯 消灯

表 E-2 Cisco Nexus 2332TQ、2348TQ-E/TQ、2348UPQ、2248TP-E/TP、2232PP、および 2224TP の電
源 LED インジケータ（続き）

状態
OK LED のステータス
（グリーン）

障害 LED のステータス（オレ
ンジ）
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イーサネッ ト  ポートの LED
表 E-4 に、RJ-45 イーサネッ ト  ポート の LED の説明を示します。

イーサネッ トおよびファイバ チャネルの LED
モジュールがファ イバ チャネルか 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト かに応じて、20 ～ 26 のポート  ア
クテ ィ ビテ ィ  LED が付いています。表 E-5 に、ポー ト  LED の動作の説明を示します。

表 E-4 イーサネッ ト  ポートの LED の説明

LED 状態 説明

左 消灯 リ ンクなし

グ リーンに点灯 物理リ ンク

右 消灯 アクテ ィ ビテ ィなし

グ リーンに点灯（Cisco Nexus 
2348TQ-E ではグ リーンに点滅）

アクテ ィブな状態

表 E-5 ポート レベル LED

リンクの状態 LED の状態 注

リ ンク  ダウン 消灯 —

ポートで POST 障害が
発生

点滅（オレンジ） —

管理機能ディセーブル オン（オレンジ） 製品によって、LED は消灯しているか、オ
レンジ色に点灯する場合があ り ます

リ ンクアップ、STP 転
送状態のポート

オン（グ リーン） ネッ ト ワークの動作に基づいて点滅
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この付録では、Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダ（FEX）のアクセサ リ  キッ ト の内容を一覧
表示します。この付録は、次の項で構成されています。

• Cisco Nexus 2300 シ リーズ FEX のアクセサ リ  キッ ト （F-1 ページ）

• Cisco Nexus 2248TP-E、2224TP、2232PP、2248TP、2232TM、および 2148T のアクセサ リ  キッ ト
（F-2 ページ）

Cisco Nexus 2300 シリーズ FEX のアクセサリ  キッ ト
Cisco Nexus 2300 シ リーズ FEX のアクセサ リ  キッ ト には、次の品目が含まれます。

• スラ イダ レール 2 個

• ラ ッ クマウン ト  ガイ ド  1 個

• ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト  1 個 

• M4 X 0.7 X 7 mm さ らネジ 10 本

• アース  ラグ  キッ ト  1 個

表 F-2 に、Cisco Nexus 2300 シ リーズ FEX の発注情報を示します。

（注） 追加の部品を代理店に発注する こ とができます。

表 F-1 Cisco Nexus 2300 シリーズ ファブリ ック  エクステンダのアクセサリ  キッ トに関する情報

アクセサリ  キッ ト 詳細

N2300-ACC-KIT Cisco Nexus 2300 FEX アクセサ リ  キッ ト

N2300-ACC-KIT= Cisco Nexus 2300 FEX アクセサ リ  キッ ト 、スペア
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Cisco Nexus 2248TP-E、2224TP、2232PP、2248TP、2232TM、およ
び 2148T のアクセサリ  キッ ト

Cisco Nexus 2148T、2224TP、2232PP、2248TP、2248TP-E、および 2232TM FEX のアクセサ リ  キッ
ト には、次の品目が含まれます。

• スラ イダ レール 2 個

• ラ ッ クマウン ト  ガイ ド  2 個

• ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト  2 個 

• M4 X 0.7 X 8 mm さ らネジ 16 本

• アース  ラグ  キッ ト  1 個

表 F-2 に、Cisco Nexus 2148T、2224TP、2232PP、2248TP-ETP、および 2232TM FEX の発注情報を示
します。

（注） 追加の部品を代理店に発注する こ とができます。

表 F-2 Cisco Nexus 2148T、2224TP、2232PP、2248TP、2248TP-E、および 2232TM ファブリ ック  エク
ステンダのアクセサリ  キッ トに関する情報

アクセサリ  キッ ト 詳細

N2K-C2148T-ACC Cisco Nexus 2000 FEX 1GE アクセサ リ  キッ ト 、スペア

N2200-ACC-KIT Cisco Nexus 2200 FEX アクセサ リ  キッ ト 、スペア
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この付録には、Cisco Nexus ファブ リ ッ ク  エクステンダ（FEX）の設置時に使用する次の記録シー
ト が含まれています。

• 設置環境チェ ッ ク リ ス ト （G-1 ページ）

• 担当者および設置場所の情報（G-3 ページ）

• シャーシおよびモジュールの情報（G-3 ページ）

（注） 装置の設定情報を確認する方法については、『Cisco Nexus 2000 Switch Configuration Guide』を参照
して ください。

設置環境チェ ックリスト
装置を正常に動作させ、適切な通気を保持し、作業を容易にするには、装置ラ ッ ク またはワイヤ
リ ング  ク ローゼッ ト の設置環境を整え、レイアウ ト を決める こ とが重要です。表 G-1 に、Cisco 
Nexus FEX を設置する前の完了が推奨されている設置場所の準備作業を示します。

設置場所に必要な空調要件を決定する と きには、熱放散を考慮して ください。環境要件について
は表 B-2（B-5ページ）を参照し、電力および発熱量の定格値については「電源仕様」セクシ ョ ン
（B-1 ページ）を参照して ください。
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表 G-1 設置環境チェ ックリス ト

作業番号 準備作業 確認者 時刻 日付

1 設置場所の確認

• 広さおよびレイアウ ト

• 床の表面仕上げ

• 衝撃および振動

• 照明

• メ ンテナンス作業の容易さ

2 環境の確認

• 周囲温度

• 湿度

• 高度

• 空気の汚染

• エアーフロー

3 電源の確認

• 入力電源のタイプ

• 電源コンセン ト 1

• 電源コンセン ト と機器の距離

• 電源モジュール用の専用回路

• 冗長電源モジュール用の専用
（個別）回路

• 電源障害時用の UPS2

1. シャーシに搭載した電源モジュールに、専用の AC 電源回路が用意されている こ と を確認して ください。

2. UPS = Uninterruptible Power Supply（無停電電源装置）。

4 アースの確認

• 回路ブレーカーの容量

• CO アース（AC 電源システム）

5 ケーブルおよびインターフェイス機
器の確認

• ケーブル タ イプ

• コネク タ  タ イプ

• ケーブルの距離制限

• インターフェイス機器（ ト ラン
シーバ）

6 EMI3 の確認

• 信号の距離制限

• 設置場所の配線

• RFI4 レベル

3. EMI = Electromagnetic Interference（電磁干渉）。

4. RFI = Radio Frequency Interference（無線周波数干渉）。
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付録 G      設置環境およびメンテナンス記録

    担当者および設置場所の情報

担当者および設置場所の情報
次のワークシート （表 G-2 を参照して ください）に、担当者および設置場所の情報を記録して く
ださい。

シャーシおよびモジュールの情報
次のワークシート （表 G-3 を参照）を使用してシャーシに関する情報を記録します。

契約番号________________________________________________________

シャーシのシ リ アル番号___________________________________________

製品番号_________________________________________________________

表 G-2 担当者および設置場所の情報

担当者

担当者の電話番号

連絡先 E メール

建物および設置場
所の名称

データセンターの
位置

設置フロアの位置

住所（1）

住所（2）

市町村

都道府県

郵便番号

国
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付録 G      設置環境およびメンテナンス記録

    シャーシおよびモジュールの情報

表 G-3 ネッ トワーク関連情報

デバイスの IP アドレス

装置の IP ネッ トマスク

ホス ト名

ド メ イン名

IP ブロードキャス ト  アドレス

ゲートウェイおよびルータの
アドレス

DNS アドレス

モデムの電話番号
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